
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

経過年数 構造耐力構造 階数 建築年

3,999　点 

Ａ×Ｂ×Ｃ

被災歴

0.93　点 
Ｈ23年

地震補強
校　舎 2,019　㎡ 無

．4

延べ面積

健全度

補修歴

S 44

立地条件

耐力度

第二中学校：耐力度調査票の総括[№1]

100　点 

43　点 建築区分

棟番号

① ＲＣ造 3 54 年

54 年
Ａ×Ｂ×Ｃ

健全度

3,679　点 
43　点 

立地条件
0.93　点 

Ｈ23年
地震補強

建築区分 延べ面積 被災歴 補修歴

校　舎 186　㎡ 無

経過年数 構造耐力 耐力度

③-2 ＲＣ造 3 53 年
100　点 Ａ×Ｂ×Ｃ

棟番号

Ｈ23年
地震補強

立地条件

0.93　点 

健全度

3,906　点 
建築区分 延べ面積 被災歴 補修歴 42　点 

耐力度

⑧ 木造 1 52 年
84　点 Ａ×Ｂ×Ｃ

健全度

4,453　点 
建築区分 延べ面積 被災歴 補修歴

校　舎 73　㎡ 無 無

耐力度

100　点 Ａ×Ｂ×Ｃ

延べ面積 被災歴 44　点 
4,092　点 

健全度
．1S 51

構造 階数 建築年

⑩-1 ＲＣ造 3 48 年

補修歴

棟番号

Ａ×Ｂ×Ｃ

健全度

4,092　点 
建築区分 延べ面積

689　㎡ 無
Ｈ23年

地震補強
立地条件

0.93　点 

校　舎 535　㎡ 無
Ｈ23年

地震補強

⑩-2 ＲＣ造 3 45 年S 53

44　点 

立地条件

0.93　点 

．3

構造耐力

被災歴 補修歴

100　点 

－

構造 階数 建築年

補修歴

耐力度

－ Ａ×Ｂ×Ｃ

延べ面積 被災歴建築区分

⑩-3 木造 1 48 年

－

棟番号 経過年数

．1S 51

校　舎 6　㎡ 無 無

無

立地条件

－

S 44 ．4

立地条件

健全度

Ａ×Ｂ×Ｃ

健全度

棟番号 構造 階数 建築年 経過年数 構造耐力 耐力度

③-1 ＲＣ造 3 S 43 ．8 55 年
100　点 

0.93　点 

3,999　点 
建築区分 延べ面積 被災歴 補修歴 43　点 

校　舎 1,227　㎡
Ｈ23年

地震補強

棟番号 構造 階数 建築年 経過年数 構造耐力

48 年
100　点 Ａ×Ｂ×Ｃ

健全度

立地条件

0.93　点 
校　舎 332　㎡ 無

Ｈ23年
地震補強

耐力度

⑪ Ｓ造 1 S 51 ．1

階数 建築年 経過年数 構造耐力

5,580　点 
建築区分 延べ面積 被災歴 補修歴 60　点 

耐力度

② ＲＣ造 3
92　点 

構造 階数 建築年

棟番号 構造

S 45 ．3

棟番号 構造 階数 建築年

校　舎 1,204　㎡ 無

経過年数 構造耐力

S 46 ．8

経過年数 構造耐力

57　点 

立地条件

0.93　点 

棟番号 構造 階数 建築年 経過年数 構造耐力 耐力度

建築区分

校　舎



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

延べ面積 被災歴

構造耐力

69　点 

健全度

健全度

68　点 

45　点 

構造耐力

第二中学校：耐力度調査票の総括[№2]

棟番号 構造 階数 建築年 経過年数 耐力度

⑫ Ｓ造 1 S 54 ．3 44 年
Ａ×Ｂ×Ｃ

2,846　点 
建築区分 延べ面積 被災歴 補修歴

校　舎 78　㎡ 無 無
立地条件

0.93　点 

棟番号 構造 階数 建築年 経過年数 耐力度

⑬-1 Ｓ造 1 S 54 ．3 44 年
Ａ×Ｂ×Ｃ

3,594　点 
建築区分 補修歴

校　舎 79　㎡ 無 無
立地条件

0.93　点 

56　点 

棟番号 構造 階数 建築年 経過年数 構造耐力 耐力度

⑯ 木造 2 S 60 ．3 38 年
71　点 Ａ×Ｂ×Ｃ

健全度

4,952　点 
建築区分 延べ面積 被災歴 補修歴 75　点 

校　舎 116　㎡ 無 無
立地条件

0.93　点 

棟番号 構造 階数 建築年 経過年数 構造耐力 耐力度

⑳ Ｓ造 1 H 6 ．3 29 年
100　点 Ａ×Ｂ×Ｃ

健全度

7,626　点 
建築区分 延べ面積 被災歴 補修歴 82　点 

屋内運動場 450　㎡ 無 無

Ａ×Ｂ×Ｃ

健全度

立地条件
0.93　点 

棟番号 構造 階数 建築年 経過年数 構造耐力

無 無

耐力度

 Ｓ造 1 H 9 ．3 26 年
100　点 

立地条件
0.93　点 

7,812　点 
建築区分 延べ面積 被災歴 補修歴 84　点 

部　室 365　㎡

Ａ×Ｂ×Ｃ

健全度

棟番号 構造 階数 建築年 経過年数 構造耐力

無 無

耐力度

⑬-2 Ｓ造 1 S 54 ．3 44 年
70　点 

立地条件
0.93　点 

3,320　点 
建築区分 延べ面積 被災歴 補修歴 51　点 

校　舎 36　㎡



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

点

䐠

䐡

 点

䐢

 

 䐟

点

䐠

䐡 䠄䠽䠅

䠄䠾䠅

点

䐢

䐣

䐤  㻖 ྠ一階６本௨ୖのコア圧縮強度のᖹ均値が㻝㻟㻚㻡N㻛㎜㻞௨ୗの場合に適用

点

䐥

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

䠄䠌㻚㻟௨

ୗ䛿㻜㻚㻟

䛸する㻕

㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻜㻜

㻔耐震デ断䛷考慮済㻕

㻔      㻕 ト䠅

㻟㻚㻡㻟

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
䊣 学　校　種　ู 䊤 整 理 番 号

㻜㻝㻜㻝

金崎　範仁　　　　　 
㻝㻜㻜

点予備
調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ

䠄表面䠅 中学校

ู表第䠍

調
査
学
校

青森県 弘前市 第஧中学校 㻟㻡㻥㻢
調査者

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学　校　ྡ 学校調査番号 調　査　期　間 ௧和 日 ～ ௧和 䊢　　結　　果　　点　　数

職　ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ  構　造　耐　力
耐　力　度

主  ஦

 × × 

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過ᖺ数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
㻠㻟

点被　災　ᖺ 内　　容 補　修　ᖺ

㈱小野構造設計 㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小野　芳美　　　　　  健　　全　　度

㻟,㻥㻥㻥

地震補強
㻜㻚㻥㻟

調
査
建
物

䐟 㻟＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

長寿命
化ᖺ᭶

種　類

校舎
㻢㻡㻤

無し
㻞,㻜㻝㻥

㻡㻠 ᖺ

昭和 㻠㻠

㻔a㻕
階 方向

構造耐震指標

㻞㻟
 立　地　条　件

延べ面積 経過
ᖺ数

経過
ᖺ数

ᖹ成

評　　　点

㻠

ᖺ
点

評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

᭷
 

耐
 

力

水ᖹ耐力 㼝

I㼟 T 㻜㻚㻣 の係数 㼞α

経ᖺ指標
㼝i =

㻔I㼟㻛T㻕 鉄骨定着部
㼝 = 㼝㼄×㼝㼅×㼞α ุ　　ู　　式

桁行方向
䠴

㻜㻚㻣㻞㻟 㻜㻚㻥㻠㻣 㻝㻚㻜㻥 ―

㻔      㻕
 ト䠅

㻝㻚㻜×㻝㻚㻜×㻝㻚㻜
＝㻝㻚㻜㻜張間方向

䠵
㻜㻚㻣㻟㻣 㻜㻚㻥㻠㻣

䐟

㻝㻚㻝㻝

㻝㻚㻜≦㼝 㻝㻚㻜   

(

 
×
 

)

  
㻔 ×㻡㻜㻕

㻜㻚㻡䠘㼝䠘㻝㻚㻜 直線補間 㻝㻚㻜㻜

㼝≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻟
㻡㻜㻚㻜

㻔㼎㻕
試 験 区 分

壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値 㻲㼏 k=㻲㼏㻛㻞㻜 ุ　　ู　　式

  =㻔 㻗 㻗 㻕

コンクリ ート
圧縮強度 k

㻝 㻞 㻟
点

コ ア 試 験 㻝㻡㻚㻟
㻝㻚㻜㻜

 

㻜㻚㻡䠘k䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻜㻜㻚㻜

k≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

― ― ―

㻝㻚㻜≦k 㻝㻚㻜

θ θの最大値 ุ　　ู　　式 評　　　点

ᒙ 間 変 形 角 θ

I㼟 㻲㼡 㻔I㼟㻛T㻕

㻟
桁行方向

䠴

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

㻲㼞= 㻲㼡×
㻜㻚㻣

㻝㻚㻜    㻔 ×㻞㻜㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜 直線補間
㻞㻜㻚㻜 点

㻜㻚㻣㻞㻟 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻥㻞 㻝 㻛 㻞㻡㻜
㻝 㻛 㻞㻡㻜

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

  =㻔 × 㻕
㻝

張間方向
䠵

㻜㻚㻣㻟㻣 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻥㻜 㻝 㻛 㻞㻡㻜 㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡
㻝㻚㻜㻜

種ู指数 㼡 基礎の被害予測に関する指数 㼜 䃑=㼡×㼜 ุ　　ู　　式 評　　　点
㻝㻜㻜

㻝㻚㻜≦䃑 㻝㻚㻜   㻔 ×㻟㻜㻕

基 礎 構 造 䃑

木　杭 㻜㻚㻤  敷地地盤䛷液状化が予想さ䜜る 㻜㻚㻤
㻝㻚㻜㻜

ＲＣ杭 㻜㻚㻥  杭基礎䛷アスペクト比が㻞㻚㻡以ୖの建物 㻜㻚㻥

䃑≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

過去に経験した最大の被災度 無被害䞉
被災無し

評　　　　　価 評　　　点

㻜㻚㻡䠘䃑䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻟㻜㻚㻜 点

その他 㻝㻚㻜  ୖ記に該当し䛺い場合 㻝㻚㻜 □地中梁に䜘るప減註䠅

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜㻜

 註䠅鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構のୖに鉄骨屋根を載䛫た屋内運動場㻔Ｒタイプ㻕䛷䛿䠈鉄骨屋根のR㻯定着部につい䛶検討する。䐟保有耐力の䛂鉄骨定着部の係数㼞α䛃欄に䛿検討結果の比を䠈

      䠄 　䠅内䛿最小値䠈又䛿䠈ᖹ均値を記載し䛶䠈係数㼞αの算出根拠を示すこ䛸。

 註䠅 屋内運動場䛷䠈䃑算出時に一方向地中梁に䜘るప減係数㻜㻚㻣㻡を考慮した場合に䛿䠈䛂□ 地中梁に䜘るప減䛃にチェックするこ䛸。

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長寿命化改良後の経過ᖺ数㻕 評　　　点 評点合計

地 震 に 䜘 る
被 災 ᒚ 歴 㻱

軽微 小破 中破 大破

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥 㻝㻚㻜㻜

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 ᖺ 変 化 T 㻡㻠 ᖺ ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度 㻲

部分的に点食を認める 部分的に点食を認める

床

― ᒙ状さ䜃が認め䜙䜜る ― ―

㻜㻚㻡

ᖺ

ᖹ均値 a

㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜
䜾レー䝗最ప値 㻲 評　　　点

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻡㻜 㻝㻞㻚㻡

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

点

䜾レー䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

躯体膨張亀裂,
さ䜃の溶け出し

柱

䜾レー䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

壁

コ ン ク リ ー ト
中性化深さ等及䜃
鉄 筋 䛛 ぶ 䜚 厚 さ

㻟㻚㻥 㻟㻚㻢 㻟㻚㻢 㻟㻚㻜
㻝㻚㻡䟛䠘a䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

コンクリート
中性化深さ等

a

中性化深さ

a≦㻝㻚㻡䟛

㻜㻚㻡㻜 㻡㻚㻜 点

部　఩ 柱㻝 梁㻝 柱㻞㻔壁㻝㻕 梁㻞㻔壁㻞㻕

   =㻔 㻗 㻗 㻗

㻟䟛≦a 㻜㻚㻡 　　   㻗 㻗 㻕

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻞㻚㻜 㻜㻚㻡 㻝㻚㻝 㻝㻚㻞
㻝㻚㻡䟛䠘㼎䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻜㻚㻡㻜 㻡㻚㻜 点 㻠㻞㻚㻡
㻜㻚㻡

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕  
鉄筋䛛ぶ䜚厚さ

㼎
䛛ぶ䜚厚さ 㻝㻚㻞㻜

㻟䟛≦㼎

部　఩ 柱　頭 柱　脚 梁㻝 梁㻞 ᖹ均値 㼎

㼎≦㻝㻚㻡䟛

評　　　点

躯 体 の 状 態 㻰
状    況 ― ―

幅㻝㻚㻜mm以ୖの䜂䜃割䜜が

部分的に認め䜙䜜る
―

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻜㻕

部　  ఩ 柱 梁 壁 床 䜾レー䝗最ప値 㻰

㻝㻜㻚㻜 点
䜾レー䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

䠴 䠵

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡
㻜㻚㻡㻜

㻝 ― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 ỿ ୗ 㔞 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向

䠴 䠵

階

相ᑐỿୗ㔞ε スパン L φ = ε㻛L

φの最大値 ุ　　ู　　式

䠴 䠵

―
躯体に䜂䜃割䜜を
伴䛺う不同ỿୗが
生䛨䛶い䛺い

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻞㻜㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜 点

㻝㻛㻞㻜㻜≦φ 㻜㻚㻡   =㻔 × × 㻕

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻠㻟
 

コ ン ク リ ー ト
圧 縮 強 度 k

階
壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁

該当
無し

― ― ―

壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値σ

 

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢

㻝㻚㻜㻜
σ≦㻝㻜 㻜㻚㻤

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率㻿

― ― ― ―

㻝㻟㻚㻡≦σ 㻝㻚㻜

㻝㻜䠘σ䠘㻝㻟㻚㻡 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

火 災 に 䜘 る
疲 弊 度 㻿

変    質 全    焼 半    焼 床面積 㻿㻜 㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

被災床面積 㻜 㻝㻚㻜  

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =

㻜䠘㻿䠘㻝 直線補間
㻝㻚㻜㻜

㻜 㻜 㻜
㻜 㻜

㻿＝㻜

面積    㻿㼠 㻿＝㻝 㻜㻚㻡
㻜㻚㻜㻜

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 㻝㻚㻜 一　種　地　盤 㻝㻚㻜 ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域 㻝㻚㻜

 

二　種　地　盤

＝ 㻜㻚㻥㻟୕　種　地　盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤 海岸䛛䜙㻡䟜以内 㻜㻚㻤

支持地盤が著しく傾斜した敷地 㻜㻚㻥 ＝

㻡

㻡

㻜㻚㻥 二級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤䟜以内 㻜㻚㻥 㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜
㻜㻚㻥㻟

 ＝
䐟＋䐠＋䐡＋䐢＋䐣

崖 地 㻜㻚㻥

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 = 㻜    T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 = ―

㻟

㻝

一　種　地　域 㻜㻚㻤 局 所 的 䛺 高 台 㻜㻚㻥

二　種　地　域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻤䟜を超える 㻝㻚㻜

 註䠅材料試験に䜘䜚使用骨材の塩化物㔞が㻜㻚㻝％を超えるこ䛸を確認した場合䠈䐡中性化深さの䛂ᖹ均値ａ䛃欄の䠄 　䠅内に塩化物㔞を記入する。
　　 この場合䠈㻔ｵ㻕の評点䛿中性化試験結果に䜘䜙䛪㻜㻚㻡に読替える。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 ู 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離 評　　　価

୕　種　地　域 㻜㻚㻥



㸰．寸法線࡜寸法㸦単位メ࣮トࣝ㸧を記入すࠋࡿ

ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿࡁ区別࡛࡜他ࠉࠉ

㸯．調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ耐力壁ࠊࡣ

。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名

㸱．ᖹ面図ࠊ࡟コンク࣮ࣜト中性化深さࠊ鉄筋࠿ぶࡾ厚さࠊ鉄筋腐食度ࠊ

ࠋࡿ測定位置を記入すࡢ等ࢀ割ࡧࡦࠉࠉ

㸲．余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

老朽化ࡢ目立つ建物࡛あࠋࡿ

第஧中学校

㸦管理棟࣭特別教室棟㸧
棟①

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸲㸲ᖺ
延べ床面積2,019ࠉ：ࠉ㎡
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コンク࣮ࣜトࡢ中性化試験

鉄筋࠿ࡢぶࡾ厚さ

鉄筋ࡢ発錆状況

状況中ࢀ割ࡧࡦ カ

柱脚
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耐震補強済みࡢ建物࡛構造耐力ࡣ優࡚ࢀいࠊࡀࡿ



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

点

䐠

䐡

 点

䐢

 

 䐟

点

䐠

䐡 䠄ａ䠅

䠄䠾䠅

点

䐢

䐣

䐤  㻖 同一階６本以ୖのコア圧縮強度のᖹ均値が㻝㻟㻚㻡N㻛㎜㻞以ୗの場合に適用

点

䐥

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

䠄䠌㻚㻟以

ୗ䛿㻜㻚㻟

䛸する㻕

㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻜㻜

㻔耐震デ断䛷考慮済㻕

㻔      㻕 註䠅

㻟㻚㻜㻡

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
䊣 学　校　種　ู 䊤 整 理 番 号

㻜㻝㻜㻝

金崎　範仁　　　　　 
㻥㻞

点予備
調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ

䠄表面䠅 中学校

ู表第䠍

調
査
学
校

青森県 弘前市 第二中学校 㻟㻡㻥㻢
調査者

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学　校　ྡ 学校調査番号 調　査　期　間 ௧和 日 ～ ௧和 䊢　　結　　果　　点　　数

職　ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ  構　造　耐　力
耐　力　度

主  ஦

 × × 

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過ᖺ数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
㻠㻟

点被　災　ᖺ 内　　容 補　修　ᖺ

㈱小㔝構造設計 㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小㔝　芳美　　　　　  健　　全　　度

㻟,㻢㻣㻥

地震補強
㻜㻚㻥㻟

調
査
建
物

䐠 㻟＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

長寿命
化ᖺ᭶

種　類

校舎
㻢㻞

無し
㻝㻤㻢

㻡㻠 ᖺ

昭和 㻠㻠

㻔a㻕
階 方向

構造耐震指標

㻞㻟
 立　地　条　件

延べ面積 経過
ᖺ数

経過
ᖺ数

ᖹ成

評　　　点

㻠

ᖺ
点

評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

有
 

耐
 

力

水ᖹ耐力 㼝

I㼟 T 㻜㻚㻣 の係数 㼞α

経ᖺ指標
㼝i =

㻔I㼟㻛T㻕 鉄骨定着部
㼝 = 㼝㼄×㼝㼅×㼞α ุ　　ู　　式

桁行方向
䠴

㻜㻚㻤㻝㻝 㻜㻚㻥㻠㻥 㻝㻚㻞㻞 ―

㻔      㻕
 註䠅

㻝㻚㻜×㻝㻚㻜×㻝㻚㻜
＝㻝㻚㻜㻜張間方向

䠵
㻜㻚㻣㻞㻠 㻜㻚㻥㻠㻥

䐟

㻝㻚㻜㻥

㻝㻚㻜≦㼝 㻝㻚㻜   

(

 
×
 

)

  
㻔 ×㻡㻜㻕

㻜㻚㻡䠘㼝䠘㻝㻚㻜 直線補間 㻝㻚㻜㻜

㼝≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻟
㻡㻜㻚㻜

㻔㼎㻕
試 験 区 分

壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値 㻲㼏 k=㻲㼏㻛㻞㻜 ุ　　ู　　式

  =㻔 㻗 㻗 㻕

コン䜽リ 䞊䝖
圧縮強度 k

㻝 㻞 㻟
点

コ ア 試 験 㻝㻢㻚㻟
㻝㻚㻜㻜

 

㻜㻚㻡䠘k䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻥㻞㻚㻞

k≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

― ― ―

㻝㻚㻜≦k 㻝㻚㻜

θ θの最大値 ุ　　ู　　式 評　　　点

ᒙ 間 変 形 角 θ

I㼟 㻲㼡 㻔I㼟㻛T㻕

㻝
桁行方向

䠴

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

㻲㼞= 㻲㼡×
㻜㻚㻣

㻝㻚㻜    㻔 ×㻞㻜㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜 直線補間
㻝㻞㻚㻞 点

㻜㻚㻤㻝㻝 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻤㻞 㻝 㻛 㻞㻡㻜
㻝 㻛 㻝㻟㻤

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

  =㻔 × 㻕
㻝

張間方向
䠵

㻜㻚㻣㻞㻠 㻝㻚㻡㻜 㻝㻚㻟㻤 㻝 㻛 㻝㻟㻤 㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡
㻜㻚㻢㻝

種ู指数 㼡 基礎の被害予測䛻関䛩䜛指数 㼜 䃑=㼡×㼜 ุ　　ู　　式 評　　　点
㻥㻞

㻝㻚㻜≦䃑 㻝㻚㻜   㻔 ×㻟㻜㻕

基 礎 構 造 䃑

木　杭 㻜㻚㻤  敷地地盤䛷液状化䛜予想さ䜜䜛 㻜㻚㻤
㻝㻚㻜㻜

ＲＣ杭 㻜㻚㻥  杭基礎䛷アスペ䜽䝖比䛜㻞㻚㻡以ୖの建物 㻜㻚㻥

䃑≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

過去䛻経験䛧た最大の被災度 無被害䞉
被災無䛧

評　　　　　価 評　　　点

㻜㻚㻡䠘䃑䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻟㻜㻚㻜 点

その他 㻝㻚㻜  ୖ記䛻該当䛧䛺い場合 㻝㻚㻜 □地中梁䛻䜘䜛ప減註䠅

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜㻜

 註䠅鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構のୖ䛻鉄骨屋根を載䛫た屋内運動場㻔Ｒタイプ㻕䛷䛿䠈鉄骨屋根のR㻯定着部䛻つい䛶検討䛩䜛。䐟保有耐力の䛂鉄骨定着部の係数㼞䃐䛃欄䛻䛿検討結果の比を䠈

      䠄 　䠅内䛿最小値䠈又䛿䠈ᖹ均値を記載䛧䛶䠈係数㼞䃐の算出根拠を示䛩こ䛸。

 註䠅 屋内運動場䛷䠈䃑算出時䛻一方向地中梁䛻䜘䜛ప減係数㻜㻚㻣㻡を考慮䛧た場合䛻䛿䠈䛂□ 地中梁䛻䜘䜛ప減䛃䛻チェッ䜽䛩䜛こ䛸。

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評　　　点 評点合計

地 震 䛻 䜘 䜛
被 災 ᒚ 歴 㻱

軽微 小破 中破 大破

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥 㻝㻚㻜㻜

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 ᖺ 変 化 T 㻡㻠 ᖺ ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度 㻲

部分的䛻点食を認め䜛 部分的䛻点食を認め䜛

床

― ― ― ᒙ状さ䜃䛜認め䜙䜜䜛

㻜㻚㻡

ᖺ

ᖹ均値 㼍

㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜
䜾レ䞊䝗最ప値 㻲 評　　　点

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻡㻜 㻝㻞㻚㻡

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

点

䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

躯体膨張亀裂㻘
さ䜃の溶け出䛧

柱

䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

壁

コ ン 䜽 リ 䞊 䝖
中性化深さ等及䜃
鉄 筋 䛛 ぶ 䜚 厚 さ

㻟㻚㻜 㻞㻚㻜 㻠㻚㻜 㻟㻚㻞
㻝㻚㻡䟛䠘㼍䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

コン䜽リ䞊䝖
中性化深さ等

㼍

中性化深さ

㼍≦㻝㻚㻡䟛

㻜㻚㻡㻜 㻡㻚㻜 点

部　఩ 柱㻝 梁㻝 柱㻞㻔壁㻝㻕 梁㻞㻔壁㻞㻕

   =㻔 㻗 㻗 㻗

㻟䟛≦㼍 㻜㻚㻡 　　   㻗 㻗 㻕

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻞㻚㻜 㻝㻚㻤 㻝㻚㻡 㻜㻚㻟
㻝㻚㻡䟛䠘㼎䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻜㻚㻡㻜 㻡㻚㻜 点 㻠㻞㻚㻡
㻜㻚㻡

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕  
鉄筋䛛ぶ䜚厚さ

㼎
䛛ぶ䜚厚さ 㻝㻚㻠㻜

㻟䟛≦㼎

部　఩ 柱　頭 柱　脚 梁㻝 梁㻞 ᖹ均値 㼎

㼎≦㻝㻚㻡䟛

評　　　点

躯 体 の 状 態 㻰
状    況 ― ―

幅㻝㻚㻜mm以ୖの䜂䜃割䜜䛜

部分的䛻認め䜙䜜䜛
―

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻜㻕

部　  ఩ 柱 梁 壁 床 䜾レ䞊䝗最ప値 㻰

㻝㻜㻚㻜 点
䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

䠴 䠵

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡
㻜㻚㻡㻜

㻝 ― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 ỿ ୗ 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向

䠴 䠵

階

相ᑐỿୗ量ε スパン L φ = ε㻛L

φの最大値 ุ　　ู　　式

䠴 䠵

―
躯体䛻䜂䜃割䜜を
伴䛺う不同ỿୗ䛜
生䛨䛶い䛺い

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻞㻜㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜 点

㻝㻛㻞㻜㻜≦φ 㻜㻚㻡   =㻔 × × 㻕

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻠㻟
 

コ ン 䜽 リ 䞊 䝖
圧 縮 強 度 k

階
壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁

該当
無䛧

― ― ―

壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値σ

 

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢

㻝㻚㻜㻜
σ≦㻝㻜 㻜㻚㻤

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率㻿

― ― ― ―

㻝㻟㻚㻡≦σ 㻝㻚㻜

㻝㻜䠘σ䠘㻝㻟㻚㻡 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

変    質 全    焼 半    焼 床面積 㻿㻜 㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

被災床面積 㻜 㻝㻚㻜  

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =

㻜䠘㻿䠘㻝 直線補間
㻝㻚㻜㻜

㻜 㻜 㻜
㻜 㻜

㻿䠙㻜

面積    㻿㼠 㻿䠙㻝 㻜㻚㻡
㻜㻚㻜㻜

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 㻝㻚㻜 一　種　地　盤 㻝㻚㻜 ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域 㻝㻚㻜

 

二　種　地　盤

䠙 㻜㻚㻥㻟୕　種　地　盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤 海岸䛛䜙㻡䟜以内 㻜㻚㻤

支持地盤䛜著䛧く傾斜䛧た敷地 㻜㻚㻥 䠙

㻡

㻡

㻜㻚㻥 二級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤䟜以内 㻜㻚㻥 㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜
㻜㻚㻥㻟

 䠙
䐟䠇䐠䠇䐡䠇䐢䠇䐣

崖 地 㻜㻚㻥

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 = 㻜    T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 = ―

㻝

㻝

一　種　地　域 㻜㻚㻤 局 所 的 䛺 高 台 㻜㻚㻥

二　種　地　域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻤䟜を超え䜛 㻝㻚㻜

 註䠅材料試験䛻䜘䜚使用骨材の塩化物量䛜㻜㻚㻝％を超え䜛こ䛸を確認䛧た場合䠈䐡中性化深さの䛂ᖹ均値ａ䛃欄の䠄 　䠅内䛻塩化物量を記入䛩䜛。
　　 この場合䠈㻔ｵ㻕の評点䛿中性化試験結果䛻䜘䜙䛪㻜㻚㻡䛻読替え䜛。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 ู 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離 評　　　価

୕　種　地　域 㻜㻚㻥



㸰．寸法線࡜寸法㸦単位メートࣝ㸧を記入すࠋࡿ

ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿࡁ区別࡛࡜他ࠉࠉ

㸯．調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ耐力壁ࠊࡣ

。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名

㸱．ᖹ面図ࠊ࡟コンクࣜート中性化深さࠊ鉄筋࠿ぶࡾ厚さࠊ鉄筋腐食度ࠊ

ࠋࡿ測定位置を記入すࡢ等ࢀ割ࡧࡦࠉࠉ

㸲．余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

老朽化ࡢ目立つ建物࡛あࠋࡿ

凡ࠉ例

中

カ

サ

ヒ

コンクࣜートࡢ中性化試験

鉄筋࠿ࡢぶࡾ厚さ

鉄筋ࡢ発錆状況

状況ࢀ割ࡧࡦ

第二中学校

棟②
㸦渡廊下㸧

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸲㸲ᖺ
延べ床面積186ࠉ：ࠉ㎡

コ コア採取位置
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㸯階平面図　S=1/300
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㸰階平面図　S=1/300
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㸱階平面図　S=1/300

RF１

3F１

2F１

1F１

6
0
0

G１

3,700

Y2 Y1

断面図　S=1/300
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,
8
3
0

3
,
0
0
0

9
,
4
3
0

3
,
0
0
0

渡廊下

渡廊下

渡廊下

スࣛブ サ

中 カ サ

梁㸯

コ

2F-11 2F-12

コ コ

2F-13

中 カ サ

梁㸰

スࣛブ サ

コ

3F-11 3F-12

コ コ

3F-13

渡廊下

渡廊下

耐震補強済みࡢ建物࡛構造耐力ࡣ優࡚ࢀいࠊࡀࡿ



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

点

䐠

䐡

 点

䐢

 

 䐟

点

䐠

䐡 䠄䠽䠅

䠄䠾䠅

点

䐢

䐣

䐤  㻖 ྠ一階６本௨ୖのコア圧縮強度のᖹ均値が㻝㻟㻚㻡N㻛㎜㻞௨ୗの場合に適用

点

䐥

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

䠄䠌㻚㻟௨

ୗ䛿㻜㻚㻟

䛸する㻕

㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻜㻜

㻔耐震デ断䛷考慮済㻕

㻔      㻕 ト䠅

㻟㻚㻠㻟

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
䊣 学　校　種　ู 䊤 整 理 番 号

㻜㻝㻜㻝

金崎　範仁　　　　　 
㻝㻜㻜

点予備
調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ

䠄表面䠅 中学校

ู表第䠍

調
査
学
校

青森県 弘前市 第஧中学校 㻟㻡㻥㻢
調査者

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学　校　ྡ 学校調査番号 調　査　期　間 ௧和 日 ～ ௧和 䊢　　結　　果　　点　　数

職　ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ  構　造　耐　力
耐　力　度

主  ஦

 × × 

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過ᖺ数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
㻠㻟

点被　災　ᖺ 内　　容 補　修　ᖺ

㈱小野構造設計 㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小野　芳美　　　　　  健　　全　　度

㻟,㻥㻥㻥

地震補強
㻜㻚㻥㻟

調
査
建
物

䐡－䠍 㻟＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

長寿命
化ᖺ᭶

種　類

校舎
㻠㻜㻥

無し
㻝,㻞㻞㻣

㻡㻡 ᖺ

昭和 㻠㻟

㻔a㻕
階 方向

構造耐震指標

㻞㻟
 立　地　条　件

延べ面積 経過
ᖺ数

経過
ᖺ数

ᖹ成

評　　　点

㻤

ᖺ
点

評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

᭷
 

耐
 

力

水ᖹ耐力 㼝

I㼟 T 㻜㻚㻣 の係数 㼞α

経ᖺ指標
㼝i =

㻔I㼟㻛T㻕 鉄骨定着部
㼝 = 㼝㼄×㼝㼅×㼞α ุ　　ู　　式

桁行方向
䠴

㻜㻚㻣㻡㻟 㻜㻚㻥㻢㻡 㻝㻚㻝㻝 ―

㻔      㻕
 ト䠅

㻝㻚㻜×㻝㻚㻜×㻝㻚㻜
＝㻝㻚㻜㻜張間方向

䠵
㻜㻚㻣㻤㻥 㻜㻚㻥㻢㻡

䐟

㻝㻚㻝㻣

㻝㻚㻜≦㼝 㻝㻚㻜   

(

 
×
 

)

  
㻔 ×㻡㻜㻕

㻜㻚㻡䠘㼝䠘㻝㻚㻜 直線補間 㻝㻚㻜㻜

㼝≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻟
㻡㻜㻚㻜

㻔㼎㻕
試 験 区 分

壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値 㻲㼏 k=㻲㼏㻛㻞㻜 ุ　　ู　　式

  =㻔 㻗 㻗 㻕

コン䜽リ 䞊䝖
圧縮強度 k

㻝 㻞 㻟
点

コ ア 試 験 㻝㻡㻚㻤
㻝㻚㻜㻜

 

㻜㻚㻡䠘k䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻜㻜㻚㻜

k≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

― ― ―

㻝㻚㻜≦k 㻝㻚㻜

θ θの最大値 ุ　　ู　　式 評　　　点

ᒙ 間 変 形 角 θ

I㼟 㻲㼡 㻔I㼟㻛T㻕

㻝
桁行方向

䠴

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

㻲㼞= 㻲㼡×
㻜㻚㻣

㻝㻚㻜    㻔 ×㻞㻜㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜 直線補間
㻞㻜㻚㻜 点

㻜㻚㻣㻡㻟 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻥㻜 㻝 㻛 㻞㻡㻜
㻝 㻛 㻞㻡㻜

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

  =㻔 × 㻕
㻝

張間方向
䠵

㻜㻚㻣㻤㻥 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻤㻢 㻝 㻛 㻞㻡㻜 㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡
㻝㻚㻜㻜

種ู指数 㼡 基礎の被害予測䛻関䛩䜛指数 㼜 䃑=㼡×㼜 ุ　　ู　　式 評　　　点
㻝㻜㻜

㻝㻚㻜≦䃑 㻝㻚㻜   㻔 ×㻟㻜㻕

基 礎 構 造 䃑

木　杭 㻜㻚㻤  敷地地盤䛷液状化䛜予想さ䜜䜛 㻜㻚㻤
㻝㻚㻜㻜

ＲＣ杭 㻜㻚㻥  杭基礎䛷アスペ䜽䝖比䛜㻞㻚㻡以ୖの建物 㻜㻚㻥

䃑≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

過去䛻経験䛧た最大の被災度 無被害䞉
被災無䛧

評　　　　　価 評　　　点

㻜㻚㻡䠘䃑䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻟㻜㻚㻜 点

その他 㻝㻚㻜  ୖ記䛻該当䛧䛺い場合 㻝㻚㻜 □地中梁䛻䜘䜛ప減註䠅

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜㻜

 註䠅鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構のୖ䛻鉄骨屋根䜢載䛫た屋内運動場㻔Ｒタイプ㻕䛷䛿䠈鉄骨屋根のR㻯定着部䛻つい䛶検討䛩䜛。䐟保有耐力の䛂鉄骨定着部の係数㼞䃐䛃欄䛻䛿検討結果の比䜢䠈

      䠄 　䠅内䛿最小値䠈又䛿䠈ᖹ均値䜢記載䛧䛶䠈係数㼞䃐の算出根拠䜢示䛩こ䛸。

 註䠅 屋内運動場䛷䠈䃑算出時䛻一方向地中梁䛻䜘䜛ప減係数㻜㻚㻣㻡䜢考慮䛧た場合䛻䛿䠈䛂□ 地中梁䛻䜘䜛ప減䛃䛻チェッ䜽䛩䜛こ䛸。

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評　　　点 評点合計

地 震 䛻 䜘 䜛
被 災 ᒚ 歴 㻱

軽微 小破 中破 大破

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥 㻝㻚㻜㻜

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 ᖺ 変 化 T 㻡㻡 ᖺ ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度 㻲

ほ䛸䜣䛹認め䜙䜜䛺い 部分的䛻点食䜢認め䜛

床

― ― ― ᒙ状さ䜃䛜認め䜙䜜䜛

㻜㻚㻡

ᖺ

ᖹ均値 㼍

㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜
䜾レ䞊䝗最ప値 㻲 評　　　点

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻡㻜 㻝㻞㻚㻡

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

点

䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

躯体膨張亀裂㻘
さ䜃の溶け出䛧

柱

䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

壁

コ ン 䜽 リ 䞊 䝖
中性化深さ等及䜃
鉄 筋 䛛 ぶ 䜚 厚 さ

㻟㻚㻤 㻟㻚㻠 㻟㻚㻠 㻟㻚㻝
㻝㻚㻡䟛䠘㼍䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

コン䜽リ䞊䝖
中性化深さ等

㼍

中性化深さ

㼍≦㻝㻚㻡䟛

㻜㻚㻡㻜 㻡㻚㻜 点

部　఩ 柱㻝 梁㻝 柱㻞㻔壁㻝㻕 梁㻞㻔壁㻞㻕

   =㻔 㻗 㻗 㻗

㻟䟛≦㼍 㻜㻚㻡 　　   㻗 㻗 㻕

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻚㻥 㻝㻚㻠 㻞㻚㻟 㻜㻚㻣
㻝㻚㻡䟛䠘㼎䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻜㻚㻡㻟 㻡㻚㻟 点 㻠㻞㻚㻤
㻜㻚㻡

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕  
鉄筋䛛ぶ䜚厚さ

㼎
䛛ぶ䜚厚さ 㻝㻚㻡㻤

㻟䟛≦㼎

部　఩ 柱　頭 柱　脚 梁㻝 梁㻞 ᖹ均値 㼎

㼎≦㻝㻚㻡䟛

評　　　点

躯 体 の 状 態 㻰
状    況 ― ―

幅㻝㻚㻜mm以ୖの䜂䜃割䜜䛜

部分的䛻認め䜙䜜䜛
―

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻜㻕

部　  ఩ 柱 梁 壁 床 䜾レ䞊䝗最ప値 㻰

㻝㻜㻚㻜 点
䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

䠴 䠵

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡
㻜㻚㻡㻜

㻝 ― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 ỿ ୗ 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向

䠴 䠵

階

相ᑐỿୗ量ε スパン L φ = ε㻛L

φの最大値 ุ　　ู　　式

䠴 䠵

―
躯体䛻䜂䜃割䜜䜢
伴䛺う不同ỿୗ䛜
生䛨䛶い䛺い

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻞㻜㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜 点

㻝㻛㻞㻜㻜≦φ 㻜㻚㻡   =㻔 × × 㻕

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻠㻟
 

コ ン 䜽 リ 䞊 䝖
圧 縮 強 度 k

階
壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁

該当
䛺䛧 ― ― ―

壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値σ

 

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢

㻝㻚㻜㻜
σ≦㻝㻜 㻜㻚㻤

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率㻿

― ― ― ―

㻝㻟㻚㻡≦σ 㻝㻚㻜

㻝㻜䠘σ䠘㻝㻟㻚㻡 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

変    質 全    焼 半    焼 床面積 㻿㻜 㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

被災床面積 㻜 㻝㻚㻜  

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =

㻜䠘㻿䠘㻝 直線補間
㻝㻚㻜㻜

㻜 㻜 㻜
㻜 㻜

㻿䠙㻜

面積    㻿㼠 㻿䠙㻝 㻜㻚㻡
㻜㻚㻜㻜

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 㻝㻚㻜 一　種　地　盤 㻝㻚㻜 ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域 㻝㻚㻜

 

二　種　地　盤

䠙 㻜㻚㻥㻟୕　種　地　盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤 海岸䛛䜙㻡䟜以内 㻜㻚㻤

支持地盤䛜著䛧く傾斜䛧た敷地 㻜㻚㻥 䠙

㻡

㻡

㻜㻚㻥 二級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤䟜以内 㻜㻚㻥 㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜
㻜㻚㻥㻟

 䠙
䐟䠇䐠䠇䐡䠇䐢䠇䐣

崖 地 㻜㻚㻥

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 = 㻜    T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 = ―

㻝

㻝

一　種　地　域 㻜㻚㻤 局 所 的 䛺 高 台 㻜㻚㻥

二　種　地　域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻤䟜䜢超え䜛 㻝㻚㻜

 註䠅材料試験䛻䜘䜚使用骨材の塩化物量䛜㻜㻚㻝％䜢超え䜛こ䛸䜢確認䛧た場合䠈䐡中性化深さの䛂ᖹ均値ａ䛃欄の䠄 　䠅内䛻塩化物量䜢記入䛩䜛。
　　 この場合䠈㻔ｵ㻕の評点䛿中性化試験結果䛻䜘䜙䛪㻜㻚㻡䛻読替え䜛。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 ู 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離 評　　　価

୕　種　地　域 㻜㻚㻥



㸰㸬寸法線࡜寸法㸦単位メートࣝ㸧を記入すࠋࡿ

ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿࡁ区別࡛࡜他ࠉࠉ

㸯㸬調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ耐力壁ࠊࡣ

。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名

㸱㸬ᖹ面図ࠊ࡟コンクࣜート中性化深さࠊ鉄筋࠿ぶࡾ厚さࠊ鉄筋腐食度ࠊ

ࠋࡿ測定位置を記入すࡢ等ࢀ割ࡧࡦࠉࠉ

㸲㸬余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

老朽化ࡢ目立つ建物࡛あࠋࡿ

第二中学校

㸦普通教室棟㸧

㸦普通教室棟㸧
建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸲㸱ᖺ
延べ床面積1,227ࠉ：ࠉ㎡

棟③㸫㸰

棟③㸫㸯

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸲㸳ᖺ
延べ床面積1,204ࠉ：ࠉ㎡

凡ࠉ例

中

カ

サ

ヒ

コンクࣜートࡢ中性化試験

鉄筋࠿ࡢぶࡾ厚さ

鉄筋ࡢ発錆状況

状況ࢀ割ࡧࡦ
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4,500 9,000 9,000 9,000

X4 X5 X6 X7

9,000 9,000

X8 X9

4,500 9,000

81,000

X10 X11

EXP.J

UPUP

防火シャッター

廊下

昇降口

廊下

普通教室 普通教室 普通教室 職員室 特支教室 教育相談室 教育相談室
便所便所

洗面所 洗面所

64
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３Y1

EX
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8
00

1,
92

5

9,000 9,000

X2 X3

4,500 9,000 9,000 9,000

X4 X5 X6 X7

9,000 9,000

X8 X9

4,500 9,000

81,000

X10 X11

EXP.J

防火シャッター

廊下廊下

普通教室 普通教室
便所便所

洗面所 洗面所

6
40３Y1

視聴覚室準備室コンピュータ室普通教室普通教室

UP

D３
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E
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9,000 9,000

X8 X9

4,500 9,000

81,000

X10 X11

EXP.J

防火シャッター

廊下廊下

普通教室 普通教室
便所便所

洗面所 洗面所

6
40３Y1

普通教室普通教室 D３普通教室 普通教室 特別活動教室D３

E
XP

.
J

Y1

Y2

Y3

Y1 Y3

9,800

1
1,

7
00

3,
7
00

3,
70

0
3
,7

0
0

60
0 1F１

G１

2F１

RF１

3F１

廊下

廊下

廊下

7,340 2,460

Y2

コ コア採取位置

㸱階平面図　S=1/500

㸰階平面図　S=1/500

㸯階平面図　S=1/500

断面図　S=1/500

㹗

㹖

Ｎ

ココ 1F-12 1F-11

コ 1F-13

中 カ サ

中 カ サ

中 カ サ

中 カ サ

中 カ サ 中 カ サ中 カ サ

梁㸰 柱頭 柱頭

梁㸯

柱脚

梁㸰

柱脚ヒ壁 ヒ壁

ヒ壁

ヒ壁

スࣛブ

スࣛブ

スࣛブ

サ

サ

サ

耐震補強済みࡢ建物࡛構造耐力ࡣ優࡚ࢀいࠊࡀࡿ

普通教室棟③-2

普通教室棟③-2

普通教室棟③-2

普通教室棟③-1

普通教室棟③-1

普通教室棟③-1

普通教室

普通教室

普通教室

中カサ

梁㸯



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

点

䐠

䐡

 点

䐢

 

 䐟

点

䐠

䐡 䠄䠽䠅

䠄䠾䠅

点

䐢

䐣

䐤  㻖 ྠ一階６本௨ୖのコア圧縮強度のᖹ均値が㻝㻟㻚㻡N㻛㎜㻞௨ୗの場合に適用

点

䐥

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

䠄䠌㻚㻟௨

ୗ䛿㻜㻚㻟

䛸する㻕

㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻜㻜

㻔耐震デ断䛷考慮済㻕

㻔      㻕 ト䠅

㻟㻚㻞㻤

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
䊣 学　校　種　ู 䊤 整 理 番 号

㻜㻝㻜㻝

金崎　範仁　　　　　 
㻝㻜㻜

点予備
調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ

䠄表面䠅 中学校

ู表第䠍

調
査
学
校

青森県 弘前市 第஧中学校 㻟㻡㻥㻢
調査者

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学　校　ྡ 学校調査番号 調　査　期　間 ௧和 日 ～ ௧和 䊢　　結　　果　　点　　数

職　ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ  構　造　耐　力
耐　力　度

主  ஦

 × × 

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過ᖺ数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
㻠㻞

点被　災　ᖺ 内　　容 補　修　ᖺ

㈱小野構造設計 㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小野　芳美　　　　　  健　　全　　度

㻟,㻥㻜㻢

地震補強
㻜㻚㻥㻟

調
査
建
物

䐡－䠎 㻟＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

長寿命
化ᖺ᭶

種　類

校舎
㻠㻜㻜

無し
㻝,㻞㻜㻠

㻡㻟 ᖺ

昭和 㻠㻡

㻔a㻕
階 方向

構造耐震指標

㻞㻟
 立　地　条　件

延べ面積 経過
ᖺ数

経過
ᖺ数

ᖹ成

評　　　点

㻟

ᖺ
点

評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

᭷
 

耐
 

力

水ᖹ耐力 㼝

I㼟 T 㻜㻚㻣 の係数 㼞α

経ᖺ指標
㼝i =

㻔I㼟㻛T㻕 鉄骨定着部
㼝 = 㼝㼄×㼝㼅×㼞α ุ　　ู　　式

桁行方向
䠴

㻜㻚㻣㻡㻟 㻜㻚㻥㻢㻡 㻝㻚㻝㻝 ―

㻔      㻕
 ト䠅

㻝㻚㻜×㻝㻚㻜×㻝㻚㻜
＝㻝㻚㻜㻜張間方向

䠵
㻜㻚㻣㻤㻥 㻜㻚㻥㻢㻡

䐟

㻝㻚㻝㻣

㻝㻚㻜≦㼝 㻝㻚㻜   

(

 
×
 

)

  
㻔 ×㻡㻜㻕

㻜㻚㻡䠘㼝䠘㻝㻚㻜 直線補間 㻝㻚㻜㻜

㼝≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻟
㻡㻜㻚㻜

㻔㼎㻕
試 験 区 分

壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値 㻲㼏 k=㻲㼏㻛㻞㻜 ุ　　ู　　式

  =㻔 㻗 㻗 㻕

コン䜽リ 䞊䝖
圧縮強度 k

㻝 㻞 㻟
点

コ ア 試 験 㻝㻞㻚㻣
㻝㻚㻜㻜

 

㻜㻚㻡䠘k䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻜㻜㻚㻜

k≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

― ― ―

㻝㻚㻜≦k 㻝㻚㻜

θ θの最大値 ุ　　ู　　式 評　　　点

ᒙ 間 変 形 角 θ

I㼟 㻲㼡 㻔I㼟㻛T㻕

㻝
桁行方向

䠴

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

㻲㼞= 㻲㼡×
㻜㻚㻣

㻝㻚㻜    㻔 ×㻞㻜㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜 直線補間
㻞㻜㻚㻜 点

㻜㻚㻣㻡㻟 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻥㻜 㻝 㻛 㻞㻡㻜
㻝 㻛 㻞㻡㻜

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

  =㻔 × 㻕
㻝

張間方向
䠵

㻜㻚㻣㻤㻥 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻤㻢 㻝 㻛 㻞㻡㻜 㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡
㻝㻚㻜㻜

種ู指数 㼡 基礎の被害予測䛻関䛩䜛指数 㼜 䃑=㼡×㼜 ุ　　ู　　式 評　　　点
㻝㻜㻜

㻝㻚㻜≦䃑 㻝㻚㻜   㻔 ×㻟㻜㻕

基 礎 構 造 䃑

木　杭 㻜㻚㻤  敷地地盤䛷液状化䛜予想さ䜜䜛 㻜㻚㻤
㻝㻚㻜㻜

ＲＣ杭 㻜㻚㻥  杭基礎䛷アスペ䜽䝖比䛜㻞㻚㻡以ୖの建物 㻜㻚㻥

䃑≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

過去䛻経験䛧た最大の被災度 無被害䞉
被災無䛧

評　　　　　価 評　　　点

㻜㻚㻡䠘䃑䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻟㻜㻚㻜 点

その他 㻝㻚㻜  ୖ記䛻該当䛧䛺い場合 㻝㻚㻜 □地中梁䛻䜘䜛ప減註䠅

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜㻜

 註䠅鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構のୖ䛻鉄骨屋根䜢載䛫た屋内運動場㻔Ｒタイプ㻕䛷䛿䠈鉄骨屋根のR㻯定着部䛻つい䛶検討䛩䜛。䐟保有耐力の䛂鉄骨定着部の係数㼞䃐䛃欄䛻䛿検討結果の比䜢䠈

      䠄 　䠅内䛿最小値䠈又䛿䠈ᖹ均値䜢記載䛧䛶䠈係数㼞䃐の算出根拠䜢示䛩こ䛸。

 註䠅 屋内運動場䛷䠈䃑算出時䛻一方向地中梁䛻䜘䜛ప減係数㻜㻚㻣㻡䜢考慮䛧た場合䛻䛿䠈䛂□ 地中梁䛻䜘䜛ప減䛃䛻チェッ䜽䛩䜛こ䛸。

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評　　　点 評点合計

地 震 䛻 䜘 䜛
被 災 ᒚ 歴 㻱

軽微 小破 中破 大破

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥 㻝㻚㻜㻜

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 ᖺ 変 化 T 㻡㻟 ᖺ ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度 㻲

ほ䛸䜣䛹認め䜙䜜䛺い ほ䛸䜣䛹認め䜙䜜䛺い

床

― ― ― ᒙ状さ䜃䛜認め䜙䜜䜛

㻜㻚㻡

ᖺ

ᖹ均値 㼍

㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜
䜾レ䞊䝗最ప値 㻲 評　　　点

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻡㻜 㻝㻞㻚㻡

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

点

䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

躯体膨張亀裂㻘
さ䜃の溶け出䛧

柱

䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

壁

コ ン 䜽 リ 䞊 䝖
中性化深さ等及䜃
鉄 筋 䛛 ぶ 䜚 厚 さ

㻟㻚㻜 㻟㻚㻜 㻟㻚㻡 㻟㻚㻢
㻝㻚㻡䟛䠘㼍䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

コン䜽リ䞊䝖
中性化深さ等

㼍

中性化深さ

㼍≦㻝㻚㻡䟛

㻜㻚㻡㻜 㻡㻚㻜 点

部　఩ 柱㻝 梁㻝 柱㻞㻔壁㻝㻕 梁㻞㻔壁㻞㻕

   =㻔 㻗 㻗 㻗

㻟䟛≦㼍 㻜㻚㻡 　　   㻗 㻗 㻕

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻞㻚㻥 㻝㻚㻜 㻝㻚㻞 㻞㻚㻞
㻝㻚㻡䟛䠘㼎䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻜㻚㻢㻝 㻢㻚㻝 点 㻠㻟㻚㻢
㻜㻚㻡

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕  
鉄筋䛛ぶ䜚厚さ

㼎
䛛ぶ䜚厚さ 㻝㻚㻤㻟

㻟䟛≦㼎

部　఩ 柱　頭 柱　脚 梁㻝 梁㻞 ᖹ均値 㼎

㼎≦㻝㻚㻡䟛

評　　　点

躯 体 の 状 態 㻰
状    況 ― ―

幅㻝㻚㻜mm以ୖの䜂䜃割䜜䛜

部分的䛻認め䜙䜜䜛
―

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻜㻕

部　  ఩ 柱 梁 壁 床 䜾レ䞊䝗最ప値 㻰

㻝㻜㻚㻜 点
䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

䠴 䠵

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡
㻜㻚㻡㻜

㻝 ― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 ỿ ୗ 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向

䠴 䠵

階

相ᑐỿୗ量ε スパン L φ = ε㻛L

φの最大値 ุ　　ู　　式

䠴 䠵

―
躯体䛻䜂䜃割䜜䜢
伴䛺う不同ỿୗ䛜
生䛨䛶い䛺い

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻞㻜㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜 点

㻝㻛㻞㻜㻜≦φ 㻜㻚㻡   =㻔 × × 㻕

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻠㻞
 

コ ン 䜽 リ 䞊 䝖
圧 縮 強 度 k

階
壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁

㻟 㻝㻟㻚㻜 㻝㻝㻚㻤 㻝㻞㻚㻟

壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値σ

 

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢

㻜㻚㻥㻢
σ≦㻝㻜 㻜㻚㻤

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率㻿

㻝㻠㻚㻝 㻝㻞㻚㻜 㻝㻟㻚㻝 㻝㻞㻚㻣㻞

㻝㻟㻚㻡≦σ 㻝㻚㻜

㻝㻜䠘σ䠘㻝㻟㻚㻡 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

変    質 全    焼 半    焼 床面積 㻿㻜 㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

被災床面積 㻜 㻝㻚㻜  

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =

㻜䠘㻿䠘㻝 直線補間
㻝㻚㻜㻜

㻜 㻜 㻜
㻜 㻜

㻿䠙㻜

面積    㻿㼠 㻿䠙㻝 㻜㻚㻡
㻜㻚㻜㻜

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 㻝㻚㻜 一　種　地　盤 㻝㻚㻜 ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域 㻝㻚㻜

 

二　種　地　盤

䠙 㻜㻚㻥㻟୕　種　地　盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤 海岸䛛䜙㻡䟜以内 㻜㻚㻤

支持地盤䛜著䛧く傾斜䛧た敷地 㻜㻚㻥 䠙

㻡

㻡

㻜㻚㻥 二級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤䟜以内 㻜㻚㻥 㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜
㻜㻚㻥㻟

 䠙
䐟䠇䐠䠇䐡䠇䐢䠇䐣

崖 地 㻜㻚㻥

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 = 㻜    T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 = ―

㻝

㻝

一　種　地　域 㻜㻚㻤 局 所 的 䛺 高 台 㻜㻚㻥

二　種　地　域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻤䟜䜢超え䜛 㻝㻚㻜

 註䠅材料試験䛻䜘䜚使用骨材の塩化物量䛜㻜㻚㻝％䜢超え䜛こ䛸䜢確認䛧た場合䠈䐡中性化深さの䛂ᖹ均値ａ䛃欄の䠄 　䠅内䛻塩化物量䜢記入䛩䜛。
　　 この場合䠈㻔ｵ㻕の評点䛿中性化試験結果䛻䜘䜙䛪㻜㻚㻡䛻読替え䜛。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 ู 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離 評　　　価

୕　種　地　域 㻜㻚㻥



㸰㸬寸法線࡜寸法㸦単位メートࣝ㸧を記入すࠋࡿ

ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿࡁ区別࡛࡜他ࠉࠉ

㸯㸬調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ耐力壁ࠊࡣ

。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名

㸱㸬ᖹ面図ࠊ࡟コンクࣜート中性化深さࠊ鉄筋࠿ぶࡾ厚さࠊ鉄筋腐食度ࠊ

ࠋࡿ測定位置を記入すࡢ等ࢀ割ࡧࡦࠉࠉ

㸲㸬余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

老朽化ࡢ目立つ建物࡛あࠋࡿ

第二中学校

㸦普通教室棟㸧

㸦普通教室棟㸧
建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸲㸱ᖺ
延べ床面積1,227ࠉ：ࠉ㎡

棟③㸫㸰

棟③㸫㸯

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸲㸳ᖺ
延べ床面積1,204ࠉ：ࠉ㎡

凡ࠉ例

中

カ

サ

ヒ

コンクࣜートࡢ中性化試験

鉄筋࠿ࡢぶࡾ厚さ

鉄筋ࡢ発錆状況

状況ࢀ割ࡧࡦ
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普通教室 普通教室
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普通教室 普通教室
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洗面所 洗面所

6
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普通教室普通教室 D３普通教室 普通教室 特別活動教室D３
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.
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Y3

Y1 Y3
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1
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3,
7
00

3,
70

0
3
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0
0

60
0 1F１

G１

2F１

RF１
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廊下

廊下

廊下

7,340 2,460

Y2

コ コア採取位置

㸱階平面図　S=1/500

㸰階平面図　S=1/500

㸯階平面図　S=1/500

断面図　S=1/500

㹗

㹖

Ｎ

ココ 1F-12 1F-11

コ 1F-13

中 カ サ

中 カ サ

中 カ サ

中 カ サ

中 カ サ 中 カ サ中 カ サ

梁㸰 柱頭 柱頭

梁㸯

柱脚

梁㸰

柱脚ヒ壁 ヒ壁

ヒ壁

ヒ壁

スࣛブ

スࣛブ サ

サ

耐震補強済みࡢ建物࡛構造耐力ࡣ優࡚ࢀいࠊࡀࡿ

普通教室棟③-2

普通教室棟③-2

普通教室棟③-2

普通教室棟③-1

普通教室棟③-1

普通教室棟③-1

普通教室

中カサ

梁㸯

スࣛブ サ

準備室

特支教室



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ

㎡ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

䐟

䐠

 䐟

 

点

  

点 点

 

点

 

点

  

点 点

 

点

 

点

 

点

 

点

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

㻢㻟㻚㻡

㻡㻣

評䚷䚷点

 䠙 ×

㼙i㼚䠄 㻘 㻘 䠅

䠄ୖ記の計䚷㻝㻡㻗㻝㻠㻗㻡㻗㻜䚷䠅㻗㻡㻜䠙䠄䚷㻤㻠䚷䠅䞉䞉䞉䞉䞉䞉 

瓦又䛿セメント瓦の類 㻝 䛛や䜆䛝の類 㻜

㻝 㻜
柱䛸ྠ寸法の䛯す䛝筋䛛い䛜取䜚付け
䛶あ䜛もの

柱䛸ྠ寸法の片筋䛛い又䛿柱二つ割
の䛯す䛝筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛もの

左記の構造௨ୗの筋䛛い䛜取䜚付け
䛶あ䜛もの

筋䛛いも控柱も䛺いもの

柱䛸ྠ寸法の筋䛛い又䛿柱二つ割の
䛯す䛝筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛もの

䠙
㻡

㻜㻚㻥㻟

 

点

 䠙

無被害：㻜

敷䚷地䚷条䚷件 積䚷雪䚷寒䚷冷䚷地䚷域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離 評䚷䚷䚷価

㼀=㻔㻠㻜㻙t㻕㻛㻠㻜 = 㻜㻚㻜㻜 ―㼀=㻔㻟㻜㻙t㻞㻕㻛㻠㻜 =

評䚷䚷䚷点

方向 張間方向 桁行方向

㻥㻝

䛯わみ㔞

㼁≦㻝 㻝㻚㻜

㼁䠙㻟 㻜㻚㻥

㻜

傾斜率r㻞

㻞階

㻟

立

地

条

件

四䚷種䚷地䚷域

一䚷種䚷地䚷域 㻜㻚㻤

二䚷種䚷地䚷域

㻝㻚㻜

㻜㻚㻤㻡 㻗 㻜㻚㻥㻜 㻗 㻝㻚㻜㻜 㻗 㻜㻚㻥㻜 㻗 㻝㻚㻜㻜海岸䛛䜙㻤䟜௨内

ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜

傾䚷   斜䚷  地
崖地䠄㻟ｍ未‶䠅

㻜㻚㻥

㻡

二䚷種䚷地䚷盤 㻜㻚㻥 二級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥

海岸䛛䜙㻤䟜䜢超え䜛

䠙 㻜㻚㻥㻟୕䚷種䚷地䚷盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤

健

全

度

― ―

一部᭷䠄乾燥䠅：㻜 多数᭷䠄乾燥䠅：㻝

壁長

桁
行
方
向

ᖹ屋

㻞階௨ୖ

䐡

䐤

構

造

耐

力

火災の被災経験 䠯

䐥

雨漏䜚痕の᭷無 Ｕ

䐠

木 材 の 腐 朽 度 Ｄ

㻞 階 建 䛶 の 場 合
䛻

䛚 け 䜛 㻝 階 の 柱

ᖹ 屋 の 場 合 䛻
䛚 け 䜛 柱

間隔

桁行方向

㻝㻡

㻜㻚㻤㻡

地䚷 盤䚷 種䚷 ู

㻝㻚㻜 一䚷種䚷地䚷盤 㻝㻚㻜 そ の ௚ 地 域

㻜㻚㻥

海岸䛛䜙㻡䟜௨内 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥

崖地䠄㻟ｍ௨ୖ䠅 㻜㻚㻤

㻝㻚㻜

多数᭷䠄‵潤䠅：㻟 ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻿䠙㻞

雨漏䜚痕無：㻜

㻜

一部᭷䠄‵潤䠅：㻞

㻿䠙㻟

㻜㻚㻥㻡

㼁䠙㻞 㻜㻚㻥㻡

煙害程度：㻜
非構造材被害

小：㻝
被害部䜢新材䛷補修：㻜

㻝㻚㻜

非構造材被害
大：㻞

構造材被害
᭷：㻟

㻝階

相ᑐ䛯わみθ㻝

㻜㻚㻜㻜㻜 ― ―

㻝㻚㻜

傾斜長

ุ䚷䚷ู䚷䚷式䐣

床 鳴 䜚 䚸 振 動 障 害
Ａ

常䛻振動䜢感知：㻞

㻞 㻜

無し：㻜 軽微䛺床鳴䜚：㻝 多数の床鳴䜚：㻞

傾斜長

部位

傾斜率の
測定

床梁の
䛯わみ

測定柱高

㻜㻚㻥㻜
㻟≦䃐㻗䃑 㻜㻚㻤

地 震 地 域 係 数

୕䚷種䚷地䚷域 㻜㻚㻥

床鳴䜚の᭷無䃐 振動障害の᭷無䃑

無し：㻜 時々振動䜢感知：㻝

䐟＋䐠＋䐡＋䐢＋䐣

㻝㻚㻜㻜

㻜㻚㻥㻜

評䚷䚷䚷点

㻿≦㻝

㻞
䃐㻗䃑䠙㻞 㻜㻚㻥

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

䃐㻗䃑 䃐㻗䃑≦㻝

㻝㻚㻜㻜 㻝㻡㻚㻜
㻜㻚㻡

  㻔 ×㻝㻡㻕

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻜㻚㻡

評䚷䚷䚷点

直線補間

㼙ax㻔θ㻝㻘θ㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻞 㻝㻚㻜   㻔 ×㻝㻡㻕

評䚷䚷䚷点

㻝㻚㻜

直線補間

㻜㻚㻡㻜 㻣㻚㻡

評䚷䚷䚷点合計

㻜㻚㻜㻜㻡䠘㼙ax㻔θ㻝㻘θ㻞㻕

㻜㻚㻜㻜㻡䠘㼙ax㻔r㻝㻘r㻞㻕

㻜㻚㻜㻜㻞䠘㼙ax㻔θ㻝㻘θ㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻡

㼙ax㻔r㻝㻘r㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻞

基礎の劣化 基礎の傾斜 ุ䚷䚷ู䚷䚷式 評䚷䚷䚷点

割䜜᭷の基礎長 㻝㻚㻜   㻔 ×㻝㻜㻕㼙ax㻔㼐f㻘φf×㻝㻜㻜㻕≦㻜㻚㻞健全度㼐f外周基礎全長 相ᑐỿୗ㔞 測定基礎長 ỿୗ率φf

㻜㻚㻡䠘㼙ax㻔㼐f㻘φf×㻝㻜㻜㻕 㻜㻚㻡

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻜㻚㻜㻜㻣
㻜㻚㻜㻜㻞䠘㼙ax㻔r㻝㻘r㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻡

㻝㻤㻚㻞㻣 㻟㻡㻚㻡㻠 㻜㻚㻡㻝 ― ― ―
㻜㻚㻞䠘㼙ax㻔㼐f㻘φf×㻝㻜㻜㻕≦㻜㻚㻡 直線補間

㻜㻚㻡㻜 㻡㻚㻜

㻝㻚㻜㻜 㻞㻜㻚㻜
㻜㻚㻢䠘㼙ax㻔㼐㻟㻘㼐㻠㻕 㻜㻚㻡

―

  㻔 ×㻞㻜㻕

㻜㻚㻜㻠

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

べ䛯基礎 㻡 ᕸ基礎 㻠 ブ䝻ック基礎 㻞

左記の構造௨ୗの筋䛛い䛜取䜚付け
䛶あ䜛もの

㻜㻚㻟䠘㼙ax㻔㼐㻝㻘㼐㻞㻕≦㻜㻚㻢 直線補間

㻞㻟

㻝㻚㻜床梁䞉
小屋梁

部位

㻝㻠 㻡 㻜

直線補間

腐朽本数 床梁本数 腐朽度㼐㻟

腐朽度㼐㻞

㻝㻠㻚㻝㻟

外壁長腐朽長

㼙ax㻔㼐㻟㻘㼐㻠㻕≦㻜㻚㻟腐朽本数 小屋梁本数

小屋梁

― ―

㻜㻚㻢䠘㼙ax㻔㼐㻝㻘㼐㻞㻕 㻜㻚㻡
㻟㻟㻚㻣㻞

腐朽度㼐㻝

㻜㻚㻠㻞

㼙ax㻔㼐㻝㻘㼐㻞㻕≦㻜㻚㻟 㻝㻚㻜

㻡㻞 ᖺ

腐朽度の
ุ定

外壁柱

評䚷䚷䚷点

  㻔 ×㻞㻜㻕

―

外壁土台

㻡

柱二つ割の片筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ
䜛もの

㻟

䐤屋根䜅䛝材料 トタン䜆䛝又䛿土居䜆䛝の類

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

  㻔 ×㻞㻜㻕

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜

評䚷䚷䚷点

㻜㻚㻤㻜 㻝㻢㻚㻜

外壁柱本数

評䚷䚷䚷点

ᖺ

㻝

調
査
建
物

䐦 㻝＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

校舎

評 点

昭和 㻠㻢

㻤

㻡㻞 ᖺ

種䚷類

㻣㻟

延べ面積 経過
ᖺ数

経過
ᖺ数

ᖺ

㻣㻟

㻜㻚㻥㻟
点

 

䊤 整 理 番 号

㻜㻝㻜㻝

一級建築士登録番号

一級建築士登録番号

中学校

䊣 学䚷校䚷種䚷ู

立䚷地䚷条䚷件

補䚷䚷修䚷䚷歴
㻡㻣

点補䚷修䚷ᖺ

被䚷䚷災䚷䚷歴

無し

被䚷災䚷ᖺ 内䚷䚷容

木造の建物の耐力度調査票䠄耐震診断未実施用䠅

調
査
学
校

 構䚷造䚷耐䚷力

予備
調査者 小㔝䚷芳美䚷䚷䚷䚷䚷  健䚷䚷全䚷䚷度

都道府県ྡ

㻔株㻕小㔝構造設計 㻞㻠㻝㻣㻞㻠

職䚷ྡ

会社ྡ

設 置 者 ྡ 学䚷校䚷ྡ 学校調査番号 調䚷査䚷期䚷間 ௧和

䠄表面䠅

面積 建物の経過ᖺ数

長ᑑ命
化ᖺ᭶

ᖺ
᭶

壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻞

区 ศ 第 四 列

柱

䐡

壁

体

䐢
㻡

㻞

断面積䛜㻝㻝㻚㻡㼏㼙角のもの

断面積䛜㻝㻡䟛角௨ୖのもの
又䛿㻝㻟㻚㻡䟛角のもの㻞本

断面積䛜㻝㻟㻚㻡䟛角௨ୖのもの
又䛿㻝㻞䟛角のもの㻞本

㻣壁長 㻟

㻡

断面積䛜㻝㻞㼏㼙角のもの㻞本

㻠㻠㻡㻟

無し

評 点第 ୕ 列 評 点第 二 列

日 ～ ௧和 䊢䚷䚷結䚷䚷果䚷䚷点䚷䚷数

青森県 弘前ᕷ 第二中学校 㻟㻡㻥㻢
調査者 耐䚷力䚷度

 × × 

氏䚷ྡ

金崎䚷範仁䚷䚷䚷䚷䚷 
㻤㻠

点氏䚷ྡ

第 一 列 評 点

建 物 区 ศ 棟 番 号 階䚷䚷数

㻜

その௚の基礎基礎構造

土台

固定間௙ษ間の距離䛜㻥ｍ䜢
こえ㻝㻤ｍ௨ୗのもの

㻟

㻞䠘壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻠

断面積䛜㻝㻟㻚㻡㼏㼙角のもの

㻜

固定間௙ษ間の距離䛜㻞㻣ｍ䜢
こえ䜛もの

張間方向

㻠䠘壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻢

㻜

柱䛸ྠ寸法௨ୖの土台䛜あ䜛もの 㻡 柱䛸ྠ寸法未‶の土台䛜あ䜛もの 㻠 ྂ材䜢使用し䛯土台䛜あ䜛もの 㻟 土台䛜䛺いもの

㻜

断面積䛜㻝㻟㻚㻡㼏㼙角未‶のもの

断面積䛜㻝㻝㻚㻡㼏㼙角未‶のもの

㻢䠘壁長さ㻔䟛䠅㻛床面積䠄㎡䠅

一教室の外壁及び廊ୗ௙ษの壁䛷
開ཱྀ部の䛺い壁体の延長䛜 㻣㻚㻞ｍ未
‶㻡㻚㻠ｍ௨ୖのもの

㻠
一教室の外壁及び廊ୗ௙ษの壁䛷
開ཱྀ部の䛺い壁体の延長䛜㻡㻚㻠ｍ未
‶㻟㻚㻢ｍ௨ୖのもの

㻡 㻠䠘壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻢

固定間௙ษ間の距離䛜㻝㻤ｍ䜢
こえ㻞㻣ｍ௨ୗのもの

㻟㻢䠘壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕

固定間௙ษ間の距離䛜
㻥ｍ௨ୗのもの

㻡

筋䛛いも控柱も䛺いもの

相ᑐ䛯わみθ㻞

㻟
断面積䛜㻝㻞㼏㼙角のもの又䛿
㻝㻜㻚㻡㼏㼙角のもの㻞本

㻜
柱䛸ྠ寸法の䛯す䛝筋䛛い䛜取䜚付け
䛶あ䜛もの又䛿トラス䛻組䜣䛰控柱䛜
あ䜛もの

柱䛸ྠ寸法の片筋䛛いもしく䛿柱二つ
割の䛯す䛝筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛も
の又䛿組䜣䛷い䛺い控柱䛜あ䜛もの

左記の構造௨ୗの筋䛛い䛜取䜚付け
䛶あ䜛もの

筋䛛いも控柱も䛺いもの

柱䛸ྠ寸法の筋䛛いもしく䛿柱二つ割
の䛯す䛝筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛もの
又䛿組䜣䛰控柱䛜あ䜛もの

㻡

柱二つ割の片筋䛛い䛜あ䜛もの又䛿
組䜣䛷い䛺い控柱䛜あ䜛もの

壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻞

一教室の外壁及び廊ୗ௙ษの壁䛷開
ཱྀ部の䛺い壁体の延長䛜㻟㻚㻢ｍ未‶
のもの

㻜

㻞䠘壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻠 㻞

㻞

㻜

㻜

㻝

㻝

一教室の外壁及び廊ୗ௙ษの壁䛷
開ཱྀ部の䛺い壁体の延長䛜 㻣㻚㻞ｍ௨
ୖのもの

㻡

基 礎 の 状 態 Ｆ

䐢

部材の傾斜䚸䛯わみ 䠮

外壁土台䞉
外壁柱

経 ᖺ 変 化 㼀

㻟 ス䝺䞊ト䜆䛝の類

䐥
点
数

小計

合計

相ᑐ䛯わみ
の算定

䛯わみ㔞 最大スパン

―

最大スパン

―

㻝㻚㻞 㻝㻤㻜 㻜㻚㻜㻜㻣 㻝㻚㻞 㻝㻤㻜

傾斜率r㻝測定柱高
柱の傾斜

ᖹ屋

㻞階௨ୖ

張
間
方
向

筋

䛛

い

及

び

控

柱

䐣

腐朽本数

㻞

腐朽度㼐㻠

部位

㻞階床梁

腐朽度の
ุ定

経過ᖺ数 t ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 t㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評点合計

 䠙䠄 㻗 

㻗 㻗 㻗 㻗 䠅

㻜㻚㻟䠘㼙ax㻔㼐㻟㻘㼐㻠㻕≦㻜㻚㻢

左記の構造௨ୗの筋䛛い䛜取䜚付け
䛶あ䜛もの

筋䛛いも控柱も䛺いもの

㻟

延長



ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿ区別࡛き࡜他ࠉࠉ

。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名 第二中学校

棟⑧
㸦物置㸧

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸲６ᖺ
延べ床面積73ࠉ：ࠉ㎡

࡛あࠋࡿ

構造耐力࣭健全度࡜も࡟老巧化ࡢ目立つ建物

凡ࠉ例

X1
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軒天 
(水ୖ)

軒天 
(水ୗ)

断面図　S=1/100

傾

筋

。梁間)

筋

。桁行)

筋

。梁間)

筋

。桁行)

雨

雨

筋

。桁行)

㸯．調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ耐力壁ࠊࡣ

㸰．寸法線࡜寸法㸦単位メ࣮トル㸧を記入すࠋࡿ

㸱．余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

傾 柱࣭土台ࡢ傾斜

筋 筋かい調査

雨 雨漏ࡾ痕

筋かいを示す柱脚ࠉࠉ 柱頭

柱 柱ࡢ計測

柱

柱筋

。梁間)

雨 雨



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

点

䐠

䐡

 点

䐢

 

 䐟

点

䐠

䐡 䠄䠽䠅

䠄䠾䠅

点

䐢

䐣

䐤  㻖 ྠ一階６本௨ୖのコア圧縮強度のᖹ均値が㻝㻟㻚㻡N㻛㎜㻞௨ୗの場合に適用

点

䐥

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

䠄䠌㻚㻟௨

ୗ䛿㻜㻚㻟

䛸する㻕

㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻜㻜

㻔耐震デ断䛷考慮済㻕

㻔      㻕 ト䠅

㻟㻚㻟㻜

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
䊣 学　校　種　ู 䊤 整 理 番 号

㻜㻝㻜㻝

金崎　範仁　　　　　 
㻝㻜㻜

点予備
調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ

䠄表面䠅 中学校

ู表第䠍

調
査
学
校

青森県 弘前市 第஧中学校 㻟㻡㻥㻢
調査者

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学　校　ྡ 学校調査番号 調　査　期　間 ௧和 日 ～ ௧和 䊢　　結　　果　　点　　数

職　ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ  構　造　耐　力
耐　力　度

主  ஦

 × × 

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過ᖺ数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
㻠㻠

点被　災　ᖺ 内　　容 補　修　ᖺ

㈱小野構造設計 㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小野　芳美　　　　　  健　　全　　度

㻠,㻜㻥㻞

地震補強
㻜㻚㻥㻟

調
査
建
物

⑩－䠍 㻟＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

長寿命
化ᖺ᭶

種　類

校舎
㻞㻟㻜

無し
㻢㻤㻥

㻠㻤 ᖺ

昭和 㻡㻝

㻔a㻕
階 方向

構造耐震指標

㻞㻟
 立　地　条　件

延べ面積 経過
ᖺ数

経過
ᖺ数

ᖹ成

評　　　点

㻝

ᖺ
点

評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

᭷
 

耐
 

力

水ᖹ耐力 㼝

I㼟 T 㻜㻚㻣 の係数 㼞α

経ᖺ指標
㼝i =

㻔I㼟㻛T㻕 鉄骨定着部
㼝 = 㼝㼄×㼝㼅×㼞α ุ　　ู　　式

桁行方向
䠴

㻜㻚㻣㻥㻟 㻜㻚㻥㻤㻝 㻝㻚㻝㻡 ―

㻔      㻕
 ト䠅

㻝㻚㻜×㻝㻚㻜×㻝㻚㻜
＝㻝㻚㻜㻜張間方向

䠵
㻝㻚㻝㻡㻣 㻜㻚㻥㻤㻝

䐟

㻝㻚㻢㻤

㻝㻚㻜≦㼝 㻝㻚㻜   

(

 
×
 

)

  
㻔 ×㻡㻜㻕

㻜㻚㻡䠘㼝䠘㻝㻚㻜 直線補間 㻝㻚㻜㻜

㼝≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻟
㻡㻜㻚㻜

㻔㼎㻕
試 験 区 分

壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値 㻲㼏 k=㻲㼏㻛㻞㻜 ุ　　ู　　式

  =㻔 㻗 㻗 㻕

コン䜽リ 䞊䝖
圧縮強度 k

㻝 㻞 㻟
点

コ ア 試 験 㻝㻢㻚㻤
㻝㻚㻜㻜

 

㻜㻚㻡䠘k䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻜㻜㻚㻜

k≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

― ― ―

㻝㻚㻜≦k 㻝㻚㻜

θ θの最大値 ุ　　ู　　式 評　　　点

ᒙ 間 変 形 角 θ

I㼟 㻲㼡 㻔I㼟㻛T㻕

㻝
桁行方向

䠴

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

㻲㼞= 㻲㼡×
㻜㻚㻣

㻝㻚㻜    㻔 ×㻞㻜㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜 直線補間
㻞㻜㻚㻜 点

㻜㻚㻣㻥㻟 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻤㻣 㻝 㻛 㻞㻡㻜
㻝 㻛 㻞㻡㻜

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

  =㻔 × 㻕
㻝

張間方向
䠵

㻝㻚㻝㻡㻣 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻡㻥 㻝 㻛 㻞㻡㻜 㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡
㻝㻚㻜㻜

種ู指数 㼡 基礎の被害予測䛻関䛩䜛指数 㼜 䃑=㼡×㼜 ุ　　ู　　式 評　　　点
㻝㻜㻜

㻝㻚㻜≦䃑 㻝㻚㻜   㻔 ×㻟㻜㻕

基 礎 構 造 䃑

木　杭 㻜㻚㻤  敷地地盤䛷液状化䛜予想さ䜜䜛 㻜㻚㻤
㻝㻚㻜㻜

ＲＣ杭 㻜㻚㻥  杭基礎䛷アスペ䜽䝖比䛜㻞㻚㻡以ୖの建物 㻜㻚㻥

䃑≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

過去䛻経験䛧た最大の被災度 無被害䞉
被災無䛧

評　　　　　価 評　　　点

㻜㻚㻡䠘䃑䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻟㻜㻚㻜 点

その他 㻝㻚㻜  ୖ記䛻該当䛧䛺い場合 㻝㻚㻜 □地中梁䛻䜘䜛ప減註䠅

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜㻜

 註䠅鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構のୖ䛻鉄骨屋根を載䛫た屋内運動場㻔Ｒタイプ㻕䛷䛿䠈鉄骨屋根のR㻯定着部䛻つい䛶検討䛩䜛。䐟保有耐力の䛂鉄骨定着部の係数㼞䃐䛃欄䛻䛿検討結果の比を䠈

      䠄 　䠅内䛿最小値䠈又䛿䠈ᖹ均値を記載䛧䛶䠈係数㼞䃐の算出根拠を示䛩こ䛸。

 註䠅 屋内運動場䛷䠈䃑算出時䛻一方向地中梁䛻䜘䜛ప減係数㻜㻚㻣㻡を考慮䛧た場合䛻䛿䠈䛂□ 地中梁䛻䜘䜛ప減䛃䛻チェッ䜽䛩䜛こ䛸。

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評　　　点 評点合計

地 震 䛻 䜘 䜛
被 災 ᒚ 歴 㻱

軽微 小破 中破 大破

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥 㻝㻚㻜㻜

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 ᖺ 変 化 T 㻠㻤 ᖺ ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度 㻲

部分的䛻点食を認め䜛 部分的䛻点食を認め䜛

床

― ᒙ状さ䜃䛜認め䜙䜜䜛 ― ―

㻜㻚㻡

ᖺ

ᖹ均値 㼍

㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜
䜾レ䞊䝗最ప値 㻲 評　　　点

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻡㻜 㻝㻞㻚㻡

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

点

䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

躯体膨張亀裂㻘
さ䜃の溶け出䛧

柱

䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

壁

コ ン 䜽 リ 䞊 䝖
中性化深さ等及䜃
鉄 筋 䛛 ぶ 䜚 厚 さ

㻞㻚㻥 㻠㻚㻡 㻞㻚㻡 㻟㻚㻟
㻝㻚㻡䟛䠘㼍䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

コン䜽リ䞊䝖
中性化深さ等

㼍

中性化深さ

㼍≦㻝㻚㻡䟛

㻜㻚㻡㻜 㻡㻚㻜 点

部　఩ 柱㻝 梁㻝 柱㻞㻔壁㻝㻕 梁㻞㻔壁㻞㻕

   =㻔 㻗 㻗 㻗

㻟䟛≦㼍 㻜㻚㻡 　　   㻗 㻗 㻕

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻚㻤 㻞㻚㻞 㻞㻚㻜 㻞㻚㻝
㻝㻚㻡䟛䠘㼎䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻜㻚㻢㻤 㻢㻚㻤 点 㻠㻠㻚㻟
㻜㻚㻡

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕  
鉄筋䛛ぶ䜚厚さ

㼎
䛛ぶ䜚厚さ 㻞㻚㻜㻟

㻟䟛≦㼎

部　఩ 柱　頭 柱　脚 梁㻝 梁㻞 ᖹ均値 㼎

㼎≦㻝㻚㻡䟛

評　　　点

躯 体 の 状 態 㻰
状    況 ― ―

幅㻝㻚㻜mm以ୖの䜂䜃割䜜䛜

部分的䛻認め䜙䜜䜛
―

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻜㻕

部　  ఩ 柱 梁 壁 床 䜾レ䞊䝗最ప値 㻰

㻝㻜㻚㻜 点
䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

䠴 䠵

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡
㻜㻚㻡㻜

㻝 ― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 ỿ ୗ 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向

䠴 䠵

階

相ᑐỿୗ量ε スパン L φ = ε㻛L

φの最大値 ุ　　ู　　式

䠴 䠵

―
躯体䛻䜂䜃割䜜を
伴䛺う不同ỿୗ䛜
生䛨䛶い䛺い

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻞㻜㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜 点

㻝㻛㻞㻜㻜≦φ 㻜㻚㻡   =㻔 × × 㻕

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻠㻠
 

コ ン 䜽 リ 䞊 䝖
圧 縮 強 度 k

階
壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁

該当
䛺䛧 ― ― ―

壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値σ

 

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢

㻝㻚㻜㻜
σ≦㻝㻜 㻜㻚㻤

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率㻿

― ― ― ―

㻝㻟㻚㻡≦σ 㻝㻚㻜

㻝㻜䠘σ䠘㻝㻟㻚㻡 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

変    質 全    焼 半    焼 床面積 㻿㻜 㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

被災床面積 㻜 㻝㻚㻜  

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =

㻜䠘㻿䠘㻝 直線補間
㻝㻚㻜㻜

㻜 㻜 㻜
㻜 㻜

㻿䠙㻜

面積    㻿㼠 㻿䠙㻝 㻜㻚㻡
㻜㻚㻜㻜

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 㻝㻚㻜 一　種　地　盤 㻝㻚㻜 ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域 㻝㻚㻜

 

二　種　地　盤

䠙 㻜㻚㻥㻟୕　種　地　盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤 海岸䛛䜙㻡䟜以内 㻜㻚㻤

支持地盤䛜著䛧く傾斜䛧た敷地 㻜㻚㻥 䠙

㻡

㻡

㻜㻚㻥 二級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤䟜以内 㻜㻚㻥 㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜
㻜㻚㻥㻟

 䠙
䐟䠇䐠䠇䐡䠇䐢䠇䐣

崖 地 㻜㻚㻥

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 = 㻜    T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 = ―

㻝

㻝

一　種　地　域 㻜㻚㻤 局 所 的 䛺 高 台 㻜㻚㻥

二　種　地　域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻤䟜を超え䜛 㻝㻚㻜

 註䠅材料試験䛻䜘䜚使用骨材の塩化物量䛜㻜㻚㻝％を超え䜛こ䛸を確認䛧た場合䠈䐡中性化深さの䛂ᖹ均値ａ䛃欄の䠄 　䠅内䛻塩化物量を記入䛩䜛。
　　 この場合䠈㻔ｵ㻕の評点䛿中性化試験結果䛻䜘䜙䛪㻜㻚㻡䛻読替え䜛。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 ู 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離 評　　　価

୕　種　地　域 㻜㻚㻥



㸰㸬寸法線࡜寸法㸦単位メートࣝ㸧を記入すࠋࡿ

ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿࡁ区別࡛࡜他ࠉࠉ

㸯㸬調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ耐力壁ࠊࡣ

。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名

㸱㸬ᖹ面図ࠊ࡟コンクࣜート中性化深さࠊ鉄筋࠿ぶࡾ厚さࠊ鉄筋腐食度ࠊ

ࠋࡿ測定位置を記入すࡢ等ࢀ割ࡧࡦࠉࠉ

㸲㸬余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

老朽化ࡢ目立つ建物࡛あࠋࡿ

凡ࠉ例

中

カ

サ

ヒ

コンクࣜートࡢ中性化試験

鉄筋࠿ࡢぶࡾ厚さ

鉄筋ࡢ発錆状況

状況ࢀ割ࡧࡦ

第二中学校

㸦普通教室棟㸧

㸦普通教室棟㸧

棟⑩㸫㸯

棟⑩㸫㸰

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸳㸯ᖺ
延べ床面積689ࠉ：ࠉ㎡

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸳㸱ᖺ
延べ床面積535ࠉ：ࠉ㎡

普通教室

EX
P
.J

普通教室普通教室普通教室

廊下

物置

X1

9,000 9,000

X2 X3

4,500 9,000 9,000

X4 X5 X6

43,700
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X7
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80

0

7
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0
0

2
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0
0

Y1

Y2

Y3

UP

普通教室

EX
P
.J

普通教室普通教室普通教室

廊下

X1

9,000 9,000

X2 X3

4,500 9,000 9,000

X4 X5 X6

43,700

3,200

X7

9,
80

0

7
,4

0
0

2
,4

0
0

Y1

Y2

Y3

UP

D３

音楽室 準備室
D３

Y3

Y2

Y1

2
,4

0
0

7,
40

09,
80

0

X7

3,200

43,700

X6X5X4

9,0009,0004,500

X3X2

9,0009,000

X1

廊下

普通教室

EX
P
.J

普通教室

㸯階平面図　S=1/500

㸰階平面図　S=1/500

㸱階平面図　S=1/500

普通教室

普通教室

普通教室

Y2

2,4007,400

9,800

Y3Y1

廊下

廊下

廊下

3F１

RF１

2F１

G１60
0

3,
7
00

3
,7

0
0

11
,7

0
0

1F１

3,
70

0

断面図　S=1/500

㹗

㹖

Ｎ

中 カ サ

中 カ サ

中 カ サ

中 カ サ

梁㸰

柱頭

梁㸯

梁㸰

中 カ サ

柱頭

中 カ サ

梁㸯

サスࣛブ

ヒ壁 中 カ サ

柱脚
サ中 カ

柱脚

壁 ヒ

耐震補強済みࡢ建物࡛構造耐力ࡣ優࡚ࢀいࠊࡀࡿ

普通教室棟⑩-2

普通教室棟⑩-2

普通教室棟⑩-2 普通教室棟⑩-1

普通教室棟⑩-1

普通教室棟⑩-1

サ梁



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

点

䐠

䐡

 点

䐢

 

 䐟

点

䐠

䐡 䠄䠽䠅

䠄䠾䠅

点

䐢

䐣

䐤  㻖 同一階６本以ୖのコア圧縮強度のᖹ均値䛜㻝㻟㻚㻡N㻛䟚㻞以ୗの場合䛻適用

点

䐥

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 = 㻜    T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 = ―

㻝

㻝

一　種　地　域 㻜㻚㻤 局 所 的 䛺 高 台 㻜㻚㻥

二　種　地　域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻤䟜を超え䜛 㻝㻚㻜

 註䠅材料試験䛻䜘䜚使用骨材の塩化物量䛜㻜㻚㻝％を超え䜛こ䛸を確認䛧た場合䠈䐡中性化深さの䛂ᖹ均値䠽䛃欄の䠄 　䠅内䛻塩化物量を記入䛩䜛。
　　 この場合䠈㻔ｵ㻕の評点䛿中性化試験結果䛻䜘䜙䛪㻜㻚㻡䛻読替え䜛。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 ู 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離 評　　　価

୕　種　地　域 㻜㻚㻥 㻡

㻡

㻜㻚㻥 二級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤䟜以内 㻜㻚㻥 㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜
㻜㻚㻥㻟

 䠙
䐟䠇䐠䠇䐡䠇䐢䠇䐣

崖 地 㻜㻚㻥

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 㻝㻚㻜 一　種　地　盤 㻝㻚㻜 ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域 㻝㻚㻜

 

二　種　地　盤

䠙 㻜㻚㻥㻟୕　種　地　盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤 海岸䛛䜙㻡䟜以内 㻜㻚㻤

支持地盤䛜著䛧く傾斜䛧た敷地 㻜㻚㻥 䠙

 

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =

㻜䠘㻿䠘㻝 直線補間
㻝㻚㻜㻜

㻜 㻜 㻜
㻜 㻜

㻿䠙㻜

面積    㻿㼠 㻿䠙㻝 㻜㻚㻡
㻜㻚㻜㻜

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

変    質 全    焼 半    焼 床面積 㻿㻜 㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

被災床面積 㻜 㻝㻚㻜

㻡 㻢

㻝㻚㻜㻜
σ≦㻝㻜 㻜㻚㻤

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率㻿

― ― ― ―

㻝㻟㻚㻡≦σ 㻝㻚㻜

㻝㻜䠘σ䠘㻝㻟㻚㻡 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

  =㻔 × × 㻕

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻠㻠
 

コ ン 䜽 リ 䞊 䝖
圧 縮 強 度 k

階
壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁

該当
䛺䛧 ― ― ―

壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値σ

 

㻝 㻞 㻟 㻠

䠵

―
躯体䛻䜂䜃割䜜を
伴䛺う不同ỿୗ䛜
生䛨䛶い䛺い

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻞㻜㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜 点

㻝㻛㻞㻜㻜≦φ 㻜㻚㻡

㻜㻚㻡㻜

㻝 ― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 ỿ ୗ 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向

䠴 䠵

階

相ᑐỿୗ量ε スパン L φ = ε㻛L

φの最大値 ุ　　ู　　式

䠴

㻜㻚㻡

䠴 䠵

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

評　　　点

躯 体 の 状 態 㻰
状    況 ― ―

幅㻝㻚㻜mm以ୖの䜂䜃割䜜䛜

部分的䛻認め䜙䜜䜛
―

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻜㻕

部　  ఩ 柱 梁 壁 床 䜾レ䞊䝗最ప値 㻰

㻝㻜㻚㻜 点
䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

鉄筋䛛ぶ䜚厚さ
㼎

䛛ぶ䜚厚さ 㻝㻚㻥㻤

㻟䟛≦㼎

部　఩ 柱　頭 柱　脚 梁㻝 梁㻞 ᖹ均値 㼎

㼎≦㻝㻚㻡䟛

   =㻔 㻗 㻗 㻗

㻟䟛≦㼍 㻜㻚㻡 　　   㻗 㻗 㻕

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻚㻥 㻝㻚㻣 㻞㻚㻠 㻝㻚㻥
㻝㻚㻡䟛䠘㼎䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

㻜㻚㻢㻢 㻢㻚㻢 点 㻠㻠㻚㻝
㻜㻚㻡

㻝㻚㻜    㻔 ×㻝㻜㻕  

コ ン 䜽 リ 䞊 䝖
中性化深さ等及䜃
鉄 筋 䛛 ぶ 䜚 厚 さ

㻟㻚㻡 㻟㻚㻣 㻟㻚㻜 㻟㻚㻝
㻝㻚㻡䟛䠘㼍䠘㻟䟛 直線補間

ุ　　ู　　式 評　　　点

コン䜽リ䞊䝖
中性化深さ等

㼍

中性化深さ

㼍≦㻝㻚㻡䟛

㻜㻚㻡㻜 㻡㻚㻜 点

部　఩ 柱㻝 梁㻝 柱㻞㻔壁㻝㻕 梁㻞㻔壁㻞㻕

㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

点

䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

躯体膨張亀裂㻘
さ䜃の溶け出䛧

柱

䜾レ䞊䝗 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤

壁

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜
䜾レ䞊䝗最ప値 㻲 評　　　点

㻜㻚㻡㻜

   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻡㻜 㻝㻞㻚㻡健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 ᖺ 変 化 T 㻠㻡 ᖺ ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度 㻲

部分的䛻点食を認め䜛 部分的䛻点食を認め䜛

床

― ― ― ᒙ状さ䜃䛜認め䜙䜜䜛

㻜㻚㻡

ᖺ

ᖹ均値 㼍

㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚㻡

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜㻜

 註䠅鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構のୖ䛻鉄骨屋根を載䛫た屋内運動場㻔Ｒタイプ㻕䛷䛿䠈鉄骨屋根のR㻯定着部䛻つい䛶検討䛩䜛。䐟保᭷耐力の䛂鉄骨定着部の係数㼞䃐䛃欄䛻䛿検討結果の比を䠈

      䠄 　䠅内䛿最小値䠈又䛿䠈ᖹ均値を記載䛧䛶䠈係数㼞䃐の算出根拠を示䛩こ䛸。

 註䠅 屋内運動場䛷䠈䃑算出時䛻一方向地中梁䛻䜘䜛ప減係数㻜㻚㻣㻡を考慮䛧た場合䛻䛿䠈䛂□ 地中梁䛻䜘䜛ప減䛃䛻チェッ䜽䛩䜛こ䛸。

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評　　　点 評点合計

地 震 䛻 䜘 䜛
被 災 ᒚ 歴 㻱

軽微 小破 中破 大破

㻝㻚㻜 㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥 㻝㻚㻜㻜

䃑≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻡

過去䛻経験䛧た最大の被災度 無被害䞉
被災無䛧

評　　　　　価 評　　　点

㻜㻚㻡䠘䃑䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻟㻜㻚㻜 点

その他 㻝㻚㻜  ୖ記䛻該当䛧䛺い場合 㻝㻚㻜 □地中梁䛻䜘䜛ప減註䠅

基 礎 構 造 䃑

木　杭 㻜㻚㻤  敷地地盤䛷液状化䛜予想さ䜜䜛 㻜㻚㻤
㻝㻚㻜㻜

ＲＣ杭 㻜㻚㻥  杭基礎䛷アスペ䜽䝖比䛜㻞㻚㻡以ୖの建物 㻜㻚㻥

種ู指数 㼡 基礎の被害予測䛻関䛩䜛指数 㼜 䃑=㼡×㼜 ุ　　ู　　式 評　　　点
㻝㻜㻜

㻝㻚㻜≦䃑 㻝㻚㻜   㻔 ×㻟㻜㻕

㻝 㻛 㻞㻡㻜

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

  =㻔 × 㻕
㻝

張間方向
䠵

㻝㻚㻝㻡㻣 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻡㻥 㻝 㻛 㻞㻡㻜 㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡
㻝㻚㻜㻜

評　　　点

ᒙ 間 変 形 角 θ

I㼟 㻲㼡 㻔I㼟㻛T㻕

㻝
桁行方向

䠴

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

㻲㼞= 㻲㼡×
㻜㻚㻣

㻝㻚㻜    㻔 ×㻞㻜㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜 直線補間
㻞㻜㻚㻜 点

㻜㻚㻣㻥㻟 㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻤㻣 㻝 㻛 㻞㻡㻜

㻜㻚㻡

― ― ―

㻝㻚㻜≦k 㻝㻚㻜

θ θの最大値 ุ　　ู　　式

㻔㼎㻕
試 験 区 分

壁䞉梁 壁䞉梁 壁䞉梁
ᖹ均値 㻲㼏 k=㻲㼏㻛㻞㻜 ุ　　ู　　式

  =㻔 㻗 㻗 㻕

コン䜽リ 䞊䝖
圧縮強度 k

㻝 㻞 㻟
点

コ ア 試 験 㻞㻟㻚㻣
㻝㻚㻜㻜

 

㻜㻚㻡䠘k䠘㻝㻚㻜 直線補間
㻝㻜㻜㻚㻜

k≦㻜㻚㻡

㻝㻚㻢㻤

㻝㻚㻜≦㼝 㻝㻚㻜   

(

 
×
 

)

  
㻔 ×㻡㻜㻕

㻜㻚㻡䠘㼝䠘㻝㻚㻜 直線補間 㻝㻚㻜㻜

㼝≦㻜㻚㻡 㻜㻚㻟
㻡㻜㻚㻜

評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

᭷
 

耐
 

力

水ᖹ耐力 㼝

I㼟 T 㻜㻚㻣 の係数 㼞α

経ᖺ指標
㼝i =

㻔I㼟㻛T㻕 鉄骨定着部
㼝 = 㼝㼄×㼝㼅×㼞α ุ　　ู　　式

桁行方向
䠴

㻜㻚㻣㻥㻟 㻜㻚㻥㻤㻝 㻝㻚㻝㻡 ―

㻔      㻕
 ト䠅

㻝㻚㻜×㻝㻚㻜×㻝㻚㻜
䠙㻝㻚㻜㻜張間方向

䠵
㻝㻚㻝㻡㻣 㻜㻚㻥㻤㻝

① 㻔a㻕
階 方向

構造耐震指標

㻞㻟
 立　地　条　件

延べ面積 経過
ᖺ数

経過
ᖺ数

ᖹ成

評　　　点

㻟

ᖺ
点

調
査
建
物

⑩－䠎 㻟＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

長寿命
化ᖺ᭶

種　類

校舎
㻝㻣㻤

無し
㻡㻟㻡

㻠㻡 ᖺ

昭和 㻡㻟

 × × 

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過ᖺ数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
㻠㻠

点被　災　ᖺ 内　　容 補　修　ᖺ

㈱小野構造設計 㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小野　芳美　　　　　  健　　全　　度

㻠,㻜㻥㻞

地震補強
㻜㻚㻥㻟

䠄表面䠅 中学校

ู表第䠍

調
査
学
校

青森県 弘前市 第஧中学校 㻟㻡㻥㻢
調査者

都道府県名 設 置 者 名 学　校　名 学校調査番号 調　査　期　間 ௧和 日 ～ ௧和 䊢　　結　　果　　点　　数

職　名 一級建築士登録番号 氏　名  構　造　耐　力
耐　力　度

主  ஦

䠄䠌㻚㻟௨

下䛿㻜㻚㻟

䛸する㻕

㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻜㻜

㻔耐震デ断䛷考慮済㻕

㻔      㻕 ト䠅

㻟㻚㻟㻟

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
䊣 学　校　種　ู 䊤 整 理 番 号

㻜㻝㻜㻝

金崎　範仁　　　　　 
㻝㻜㻜

点予備
調査者

会社名 一級建築士登録番号 氏　名



㸰㸬寸法線࡜寸法㸦単位メートࣝ㸧を記入すࠋࡿ

ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿࡁ区別࡛࡜他ࠉࠉ

㸯㸬調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ耐力壁ࠊࡣ

。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名

㸱㸬ᖹ面図ࠊ࡟コンクࣜート中性化深さࠊ鉄筋࠿ぶࡾ厚さࠊ鉄筋腐食度ࠊ

ࠋࡿ測定位置を記入すࡢ等ࢀ割ࡧࡦࠉࠉ

㸲㸬余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

老朽化ࡢ目立つ建物࡛あࠋࡿ

凡ࠉ例

中

カ

サ

ヒ

コンクࣜートࡢ中性化試験

鉄筋࠿ࡢぶࡾ厚さ

鉄筋ࡢ発錆状況

状況ࢀ割ࡧࡦ

第二中学校

㸦普通教室棟㸧

㸦普通教室棟㸧

棟⑩㸫㸯

棟⑩㸫㸰

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸳㸯ᖺ
延べ床面積689ࠉ：ࠉ㎡

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸳㸱ᖺ
延べ床面積535ࠉ：ࠉ㎡

普通教室

EX
P
.J

普通教室普通教室普通教室

廊下

物置

X1

9,000 9,000

X2 X3

4,500 9,000 9,000

X4 X5 X6

43,700

3,200

X7

9,
80

0

7
,4

0
0

2
,4

0
0

Y1

Y2

Y3

UP

普通教室

EX
P
.J

普通教室普通教室普通教室

廊下

X1

9,000 9,000

X2 X3

4,500 9,000 9,000

X4 X5 X6

43,700

3,200

X7

9,
80

0

7
,4

0
0

2
,4

0
0

Y1

Y2

Y3

UP

D３

音楽室 準備室
D３

Y3

Y2

Y1

2
,4

0
0

7,
40

09,
80

0

X7

3,200

43,700

X6X5X4

9,0009,0004,500

X3X2

9,0009,000

X1

廊下

普通教室

EX
P
.J

普通教室

㸯階平面図　S=1/500

㸰階平面図　S=1/500

㸱階平面図　S=1/500

普通教室

普通教室

普通教室

Y2

2,4007,400

9,800

Y3Y1

廊下

廊下

廊下

3F１

RF１

2F１

G１60
0

3,
7
00

3
,7

0
0

11
,7

0
0

1F１

3,
70

0

断面図　S=1/500

㹗

㹖

Ｎ

中 カ サ

中 カ サ

中 カ サ

中 カ サ

梁㸰

柱頭

梁㸯

梁㸰

中 カ サ

柱頭

中 カ サ

梁㸯

サスࣛブ

ヒ壁 中 カ サ

柱脚
サ中 カ

柱脚

壁 ヒ

耐震補強済みࡢ建物࡛構造耐力ࡣ優࡚ࢀいࠊࡀࡿ

普通教室棟⑩-2

普通教室棟⑩-2

普通教室棟⑩-2 普通教室棟⑩-1

普通教室棟⑩-1

普通教室棟⑩-1

サ梁



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ

㎡ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

※䚷本建物䛿ู棟の棟⑩㻙㻝䚸棟䐡㻙㻝䛻囲䜎䜜䛶䛚䜚䚸ู棟建物側䛻柱䛜設け䛶䛚䜙䛪䚸ู棟建物䛜解体さ䜜䛯場合䛿自立䛷䛝䛺い䚹䜘䛳䛶䚸耐力度調査ᑐ象外䛸䛩䜛䚹

 

䐟

䐠

 䐟

 

点

  

点 点

 

点

 

点

  

点 点

 

点

 

点

 

点

 

点

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣 評䚷䚷点

 䠙 ×

㼙i㼚䠄 㻘 㻘 䠅

䠄ୖ記の計䚷―䚷䠅㻗㻡㻜䠙䠄䚷―䚷䠅䞉䞉䞉䞉䞉䞉 

瓦又䛿セメント瓦の類 㻝 䛛や䜆䛝の類 㻜

㻝 㻜
柱䛸ྠ寸法の䛯䛩䛝筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ
䜛もの

柱䛸ྠ寸法の片筋䛛い又䛿柱二䛴割の䛯
䛩䛝筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛もの

左記の構造௨ୗの筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛
もの

筋䛛いも控柱も䛺いもの

柱䛸ྠ寸法の筋䛛い又䛿柱二䛴割の䛯䛩䛝
筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛もの

䠙
㻡

 

点

 䠙

無被害：㻜

敷䚷地䚷条䚷件 積䚷雪䚷寒䚷冷䚷地䚷域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離 評䚷䚷䚷価

㼀=㻔㻠㻜㻙t㻕㻛㻠㻜 = ― ―㼀=㻔㻟㻜㻙t㻞㻕㻛㻠㻜 =

評䚷䚷䚷点

方向 張間方向 桁行方向

䛯わ䜏㔞

㼁≦㻝 㻝㻚㻜

㼁䠙㻟 㻜㻚㻥

傾斜率r㻞

㻞階

立

地

条

件

四䚷種䚷地䚷域

一䚷種䚷地䚷域 㻜㻚㻤

二䚷種䚷地䚷域

㻝㻚㻜

海岸䛛䜙㻤䟜௨内

ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜

傾䚷   斜䚷  地
崖地䠄㻟ｍ未‶䠅

㻜㻚㻥

㻡

二䚷種䚷地䚷盤 㻜㻚㻥 二級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥

海岸䛛䜙㻤䟜䜢超え䜛

䠙୕䚷種䚷地䚷盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤

健

全

度

一部᭷䠄乾燥䠅：㻜 多数᭷䠄乾燥䠅：㻝

壁長

桁
行
方
向

ᖹ屋

㻞階௨ୖ

䐡

䐤

構

造

耐

力

火災の被災経験 䠯

䐥

雨漏䜚痕の᭷無 Ｕ

䐠

木 材 の 腐 朽 度 Ｄ

㻞階建䛶の場合䛻
䛚 け 䜛 㻝 階 の 柱

ᖹ 屋 の 場 合 䛻
䛚 け 䜛 柱

間隔

桁行方向

―

㻜㻚㻤㻡

地䚷 盤䚷 種䚷 ู

㻝㻚㻜 一䚷種䚷地䚷盤 㻝㻚㻜 そ の ௚ 地 域

㻜㻚㻥

海岸䛛䜙㻡䟜௨内 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥

崖地䠄㻟ｍ௨ୖ䠅 㻜㻚㻤

㻝㻚㻜

多数᭷䠄‵潤䠅：㻟 ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻿䠙㻞

雨漏䜚痕無：㻜 一部᭷䠄‵潤䠅：㻞

㻿䠙㻟

㻜㻚㻥㻡

㼁䠙㻞 㻜㻚㻥㻡

煙害程度：㻜
非構造材被害

小：㻝
被害部䜢新材䛷補修：㻜

㻝㻚㻜

非構造材被害
大：㻞

構造材被害
᭷：㻟

㻝階

相ᑐ䛯わ䜏θ㻝

㻝㻚㻜

傾斜長

ุ䚷䚷ู䚷䚷式䐣

床鳴䜚䚸振動障害 Ａ

常䛻振動䜢感知：㻞無し：㻜 軽微䛺床鳴䜚：㻝 多数の床鳴䜚：㻞

傾斜長

部位

傾斜率の
測定

床梁の
䛯わ䜏

測定柱高

㻟≦䃐㻗䃑 㻜㻚㻤

地 震 地 域 係 数

୕䚷種䚷地䚷域 㻜㻚㻥

床鳴䜚の᭷無䃐 振動障害の᭷無䃑

無し：㻜 時々振動䜢感知：㻝

䐟＋䐠＋䐡＋䐢＋䐣

評䚷䚷䚷点

㻿≦㻝

䃐㻗䃑䠙㻞 㻜㻚㻥

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

䃐㻗䃑 䃐㻗䃑≦㻝

㻜㻚㻡

  㻔 ×㻝㻡㻕

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻜㻚㻡

評䚷䚷䚷点

直線補間

㼙ax㻔θ㻝㻘θ㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻞 㻝㻚㻜   㻔 ×㻝㻡㻕

評䚷䚷䚷点

㻝㻚㻜

直線補間

評䚷䚷䚷点合計

㻜㻚㻜㻜㻡䠘㼙ax㻔θ㻝㻘θ㻞㻕

㻜㻚㻜㻜㻡䠘㼙ax㻔r㻝㻘r㻞㻕

㻜㻚㻜㻜㻞䠘㼙ax㻔θ㻝㻘θ㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻡

㼙ax㻔r㻝㻘r㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻞

基礎の劣化 基礎の傾斜 ุ䚷䚷ู䚷䚷式 評䚷䚷䚷点

割䜜᭷の基礎長 㻝㻚㻜   㻔 ×㻝㻜㻕㼙ax㻔㼐f㻘φf×㻝㻜㻜㻕≦㻜㻚㻞健全度㼐f外周基礎全長 相ᑐỿୗ㔞 測定基礎長 ỿୗ率φf

㻜㻚㻡䠘㼙ax㻔㼐f㻘φf×㻝㻜㻜㻕 㻜㻚㻡

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻜㻚㻜㻜㻞䠘㼙ax㻔r㻝㻘r㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻡

㻜㻚㻞䠘㼙ax㻔㼐f㻘φf×㻝㻜㻜㻕≦㻜㻚㻡 直線補間

㻜㻚㻢䠘㼙ax㻔㼐㻟㻘㼐㻠㻕 㻜㻚㻡

  㻔 ×㻞㻜㻕

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

べ䛯基礎 㻡 ᕸ基礎 㻠 ブ䝻ック基礎 㻞

左記の構造௨ୗの筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛
もの

㻜㻚㻟䠘㼙ax㻔㼐㻝㻘㼐㻞㻕≦㻜㻚㻢 直線補間

㻝㻚㻜床梁䞉
小屋梁

部位

― ― ―

直線補間

腐朽本数 床梁本数 腐朽度㼐㻟

腐朽度㼐㻞外壁長腐朽長

㼙ax㻔㼐㻟㻘㼐㻠㻕≦㻜㻚㻟腐朽本数 小屋梁本数

小屋梁

㻜㻚㻢䠘㼙ax㻔㼐㻝㻘㼐㻞㻕 㻜㻚㻡

腐朽度㼐㻝 㼙ax㻔㼐㻝㻘㼐㻞㻕≦㻜㻚㻟 㻝㻚㻜

ᖺ

腐朽度の
ุ定

外壁柱

評䚷䚷䚷点

  㻔 ×㻞㻜㻕

―

外壁土台

㻡

柱二䛴割の片筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛もの

㻟

䐤屋根䜅䛝材料 トタン䜆䛝又䛿土居䜆䛝の類

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

  㻔 ×㻞㻜㻕

評䚷䚷䚷点

外壁柱本数

評䚷䚷䚷点

ᖺ

調
査
建
物

⑩－３ 㻝＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

校舎

評 点

昭和 㻡㻝

㻝

㻠㻤 ᖺ

種䚷類

㻢

延べ面積 経過
ᖺ数

経過
ᖺ数

ᖺ

㻢

―
点

 

䊤 整 理 番 号

㻜㻝㻜㻝

一級建築士登録番号

一級建築士登録番号

中学校

䊣 学䚷校䚷種䚷ู

立䚷地䚷条䚷件

補䚷䚷修䚷䚷歴
―

点補䚷修䚷ᖺ

被䚷䚷災䚷䚷歴

無し

被䚷災䚷ᖺ 内䚷䚷容

調
査
学
校

 構䚷造䚷耐䚷力

予備
調査者 小㔝䚷芳美䚷䚷䚷䚷䚷  健䚷䚷全䚷䚷度

都道府県ྡ

㻔株㻕小㔝構造設計 㻞㻠㻝㻣㻞㻠

職䚷ྡ

会社ྡ

設 置 者 ྡ 学䚷校䚷ྡ 学校調査番号 調䚷査䚷期䚷間 ௧和

䠄表面䠅
木造の建物の耐力度調査票䠄耐震診断未実施用䠅

面積 建物の経過ᖺ数

長ᑑ命
化ᖺ᭶

ᖺ
᭶

壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻞

区 ศ 第 四 列

柱

䐡

壁

体

䐢
㻡

㻞

断面積䛜㻝㻝㻚㻡㼏㼙角のもの

断面積䛜㻝㻡䟛角௨ୖのもの
又䛿㻝㻟㻚㻡䟛角のもの㻞本

断面積䛜㻝㻟㻚㻡䟛角௨ୖのもの
又䛿㻝㻞䟛角のもの㻞本

㻣壁長 㻟

㻡

断面積䛜㻝㻞㼏㼙角のもの㻞本

―

無し

評 点第 ୕ 列 評 点第 二 列

日 ～ ௧和 䊢䚷䚷結䚷䚷果䚷䚷点䚷䚷数

青森県 弘前ᕷ 第二中学校 㻟㻡㻥㻢
調査者 耐䚷力䚷度

 × × 

氏䚷ྡ

金崎䚷範仁䚷䚷䚷䚷䚷 
―

点氏䚷ྡ

第 一 列 評 点

建 物 区 ศ 棟 番 号 階䚷䚷数

㻜

その௚の基礎基礎構造

土台

固定間௙ษ間の距離䛜㻥ｍ䜢
こえ㻝㻤ｍ௨ୗのもの

㻟

㻞䠘壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻠

断面積䛜㻝㻟㻚㻡㼏㼙角のもの

㻜

固定間௙ษ間の距離䛜㻞㻣ｍ䜢
こえ䜛もの

張間方向

㻠䠘壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻢

㻜

柱䛸ྠ寸法௨ୖの土台䛜あ䜛もの 㻡 柱䛸ྠ寸法未‶の土台䛜あ䜛もの 㻠 ྂ材䜢使用し䛯土台䛜あ䜛もの 㻟 土台䛜䛺いもの

㻜

断面積䛜㻝㻟㻚㻡㼏㼙角未‶のもの

断面積䛜㻝㻝㻚㻡㼏㼙角未‶のもの

㻢䠘壁長さ㻔䟛䠅㻛床面積䠄㎡䠅

一教室の外壁及び廊ୗ௙ษの壁䛷開ཱྀ部
の䛺い壁体の延長䛜 㻣㻚㻞ｍ未‶㻡㻚㻠ｍ௨ୖ
のもの

㻠
一教室の外壁及び廊ୗ௙ษの壁䛷開ཱྀ部
の䛺い壁体の延長䛜㻡㻚㻠ｍ未‶㻟㻚㻢ｍ௨ୖの
もの

㻡 㻠䠘壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻢

固定間௙ษ間の距離䛜㻝㻤ｍ䜢
こえ㻞㻣ｍ௨ୗのもの

㻟㻢䠘壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕

固定間௙ษ間の距離䛜
㻥ｍ௨ୗのもの

㻡

筋䛛いも控柱も䛺いもの

相ᑐ䛯わ䜏θ㻞

㻟
断面積䛜㻝㻞㼏㼙角のもの又䛿
㻝㻜㻚㻡㼏㼙角のもの㻞本

㻜
柱䛸ྠ寸法の䛯䛩䛝筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ
䜛もの又䛿トラス䛻組䜣䛰控柱䛜あ䜛もの

柱䛸ྠ寸法の片筋䛛いもしく䛿柱二䛴割の
䛯䛩䛝筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛もの又䛿組
䜣䛷い䛺い控柱䛜あ䜛もの

左記の構造௨ୗの筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛
もの

筋䛛いも控柱も䛺いもの

柱䛸ྠ寸法の筋䛛いもしく䛿柱二䛴割の䛯
䛩䛝筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛もの又䛿組䜣
䛰控柱䛜あ䜛もの

㻡

柱二䛴割の片筋䛛い䛜あ䜛もの又䛿組䜣䛷
い䛺い控柱䛜あ䜛もの

壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻞

一教室の外壁及び廊ୗ௙ษの壁䛷開
ཱྀ部の䛺い壁体の延長䛜㻟㻚㻢ｍ未‶
のもの

㻜

㻞䠘壁長さ㻔㼏㼙㻕㻛床面積㻔㎡㻕≦㻠 㻞

㻞

㻜

㻜

㻝

㻝

一教室の外壁及び廊ୗ௙ษの壁䛷開ཱྀ部
の䛺い壁体の延長䛜 㻣㻚㻞ｍ௨ୖのもの

㻡

基 礎 の 状 態 Ｆ

䐢

部材の傾斜䚸䛯わ䜏 䠮

外壁土台䞉
外壁柱

経 ᖺ 変 化 㼀

㻟 ス䝺䞊ト䜆䛝の類

䐥
点
数

小計

合計

相ᑐ䛯わ䜏
の算定

䛯わ䜏㔞 最大スパン 最大スパン

傾斜率r㻝測定柱高
柱の傾斜

ᖹ屋

㻞階௨ୖ

張
間
方
向

筋
䛛
い
及
び
控
柱

䐣

腐朽本数

㻞

腐朽度㼐㻠

部位

㻞階床梁

腐朽度の
ุ定

経過ᖺ数 t ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 t㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評点合計

 䠙䠄 㻗 

㻗 㻗 㻗 㻗 䠅

㻜㻚㻟䠘㼙ax㻔㼐㻟㻘㼐㻠㻕≦㻜㻚㻢

左記の構造௨ୗの筋䛛い䛜取䜚付け䛶あ䜛
もの

筋䛛いも控柱も䛺いもの

㻟

延長



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

㼍 㼎

点

㼏 㼐

 䐟

点

点

点

点

点

点

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 ᖺ 変 化 T

䐡

䐠

筋䛛いのたわみ L

䐢

張間方向　　　᭷　　無

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜

張間
方向㼅

ᖺ

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡 㻜㻚㻜

断面を貫通䛩䜛腐食

桁行方向　　　᭷　　無

危険
要因
無䛧
䠄㻝㻚㻜䠅

   T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 =

評価

㻠㻤 ᖺ ―

主要構造材

非主要構造材

㻙 㻙 㻙

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評　　　点 評点合計

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 =
   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻜㻜

評　　　点屋根面　　　᭷　　無

L= 㻝㻚㻜㻜

㻲=

断面欠損を伴う腐食
䠄㻝㻜％௨ୖの減厚䠅

―

 構　造　耐　力
耐　力　度

弘前市
調査者

氏　ྡ

㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小㔝　芳美　　　　　  健　　全　　度

第஧中学校 㻟㻡㻥㻢

調　査　期　間

 × × 

㈱小㔝構造設計

ู表第２
鉄骨造の建物の耐力度調査票

䊣 学　校　種　ู 䊤 整 理 番 号

ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜

㻜㻝㻜㻝

日 ～ ௧和 䊢　　結　　果　　点　　数

職　ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ

㻡㻘㻡㻤㻜

地震補強

点

㻞㻟

－

ｆ

建物の経過ᖺ数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
㻢㻜

I㼟i

㻜㻚㻡㻜

㻜㻚㻜

䠄表面䠅 中学校

調
査
学
校

青森県
技　師 金崎　範仁　　　　　 

㻝㻜㻜
点予備

調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号

௧和

調
査
建
物

⑪ 㻝＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学　校　ྡ 学校調査番号

㻠㻤 ᖺ

点被　災　ᖺ 内　　容 補　修　ᖺ長ᑑ命
化ᖺ᭶

種　類

校舎
㻟㻟㻞

無䛧
㻟㻟㻞

延べ面積 経過
ᖺ数

ᖹ成

 立　地　条　件

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積

昭和 㻡㻝

㻝

㻮α=㼙i㼚㻔㼍㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼎㻘㻝㻕

㻝㻥㻤㻝ᖺ௨前の場合

㻜㻚㻥㻟

作用応力

σ

作用応力

σ

積雪時

暴風時

㻞㻚㻤㻣㻝㻚㻝㻥㻞㻟㻡㻝㻟㻞㻚㻜

暴風時
鉛直荷
㔜時

許容応力 作用応力

㻟㻜㻚㻥

鉛直荷㔜時 応力比
f㻛σ≦㻝㻚㻜

㻙

㻤㻝㻚㻤

㻜㻚㻜

経過
ᖺ数

㻝㻡㻣

㻝㻡㻣

長期㻳㻗㻼

許容応力

ｆ σ

ᖺ

 㻞㻟㻡
㻝㻚㻜㻜

  = 

㻠㻚㻥 㻝㻠㻚㻥㻝㻜㻝

㻞㻚㻜

㻝㻚㻜㻜 㻝㻚㻜㻜

㻝㻝㻣㻚㻡㻜

α=㻡㻜×
㻔㻔㼙i㼚㻔I㼟㻘㻜㻚㻣㻕
㻗㻝㻚㻟㻕 ×fα㻕

㻝㻚㻜㻜

fα=

㼙i㼚㻔㻮α㻘㻿α㻕

㻝㻡㻞 㻝㻜㻚㻤 㻢㻚㻣㻤

㻝㻜㻜

㻞㻜㻚㻢

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 㻝㻚㻜 一　種　地　盤 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域

㻡

୕　種　地　盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥 ஧級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤㎞௨内 㻜㻚㻥
傾 斜 地
崖 地 䠄 㻟 ｍ 未 満 䠅

㻜㻚㻥

崖 地 䠄 㻟 ｍ ௨ ୖ 䠅 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥㻟

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 ู

䠙

㻝㻚㻜

   㻔 ×㻟㻜㻕

㻜㻚㻡㻜 㻝㻡㻚㻜

ุ　　ู　　式

㻜㻚㻡

㻝㻚㻜

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜

θの
最大値

㻝㻛 㻞㻝㻤

直線補間

㻜㻚㻤

㻿䠙㻜

㻜 㻜

ุ　　ู　　式
㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

評　　　点

点㻝㻚㻜㻜

非構造部材等の
危 険 度 㼃

䐥

架構剛性性能θ

階

㻜㻚㻠㻣

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

䐣 層間変఩　䃓 階高ｈ

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

㻞㻚㻝㻢 㻠㻤㻜㻚㻜 㻠㻣㻜㻚㻞

階 桁行
方向㼄

㻝㻛 㻞㻝㻤

θ䠙䃓㻛ｈ

㻝

桁行
方向㼄

鉄 骨 腐 食 度 㻲

点㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

―

― ―
非構造部材の腐食

照明器具
スピーカー

目視䛻䜘䜚たわみ無䛧

最ప値　L

危険䛺要因㻝䠄㻜㻚㻤䠅 危険䛺要因㻞䠄㻜㻚㻢䠅 危険䛺要因㻟䠄㻜㻚㻡䠅

断面欠損を伴う腐食
無

部材区分

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡

㻝㻛 㻝㻜㻞㻝

一　種　地　域 㻜㻚㻤

஧　種　地　域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻡㎞௨内

海岸䛛䜙㻤㎞を超え䜛 㻝㻚㻜
 䠙

䐟＋䐠＋䐡＋䐢＋䐣

評　　　価

 

஧　種　地　盤
୕　種　地　域 㻜㻚㻥 㻡

敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離

㻜㻚㻥㻟䠙㻜㻚㻤

㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜

㻝㻞㻤 㻞㻢㻚㻤 㻝㻜㻢㻚㻣 㻝㻥㻞
㻜㻚㻥㻟

方
向

㻽㼡㻛Σ㼃 㻲

䛿䜚 両端

ᖹ均
㻞㻚㻞㻜

㻜 㻜 㻞㻟㻡

㻝㻣㻝 㻡㻟㻚㻤

㻣㻢㻚㻤

㻿α=㼙i㼚㻔㼏㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼐㻘㻝㻕

㻝㻚㻜㻜

㻞㻚㻤㻣

㻝㻠㻚㻜㻣

㻝㻚㻝㻥

㻝㻚㻞㻟 㻞㻚㻥㻜

㻝㻚㻜㻜 㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻝㻢

㻝㻚㻞㻜 㻞㻚㻡㻜

㻤㻣㻚㻤 㻝㻣㻝 㻢㻡㻚㻟

㻟㻚㻝㻤

㻝㻚㻟㻜 㻞㻚㻢㻞

柱

筋䛛い

஧㔜枠内の最小値

䛿䜚 㻝㻝㻠

㻝㻝㻠

㻝

㻜㻚㻡㻞

㻜㻚㻣㻝 㻝㻚㻟㻜
ᖹ均

柱

㻝㻚㻜㻜

㻞㻟㻚㻝 㻥㻤㻚㻠

構

造

耐

力

α評点 評点合計

㻝㻜㻜㻚㻜

架構耐力
評価　α

階

中央

㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻝㻡

筋䛛い

஧㔜枠内の最小値

㻝㻚㻝㻠

㻜㻚㻥㻟

㻭i 㻱㼛i 部材

中央

両端

桁
行
方
向
㼄

張
間
方
向
㼅

㻝

㻝

被災率㻿

䐤

不 ྠ ỿ ୗ 㔞 φ

ุ　　ู　　式 評　　　点

―

躯体䛻䜂䜃割䜜
を伴䛺う不ྠỿ
ୗ䛜生䛨てい䛺
い

― ― ― ― ―
㻝㻛㻝㻞㻜≦φ

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜
直線補間

φの
最大値

相ᑐỿୗ㔞　䃔 スパンL φ䠙䃔㻛L

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

 

   =㻔 㻗 㻗 

　　  㻗 㻗 㻗 㻕

 

㻢㻜㻚㻜

評　　　点

㻝㻚㻜㻜

  䠄 ×㻝㻜䠅

評　　　点

㻢㻜
   㻔 ×㻝㻜㻕

目視䛻䜘䜚たわみ無䛧

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜

最ప値　㻲

   㻔 ×㻝㻡㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

㻝㻜㻚㻜

張間
方向㼅

  㻔 ×㻝㻜㻕

 = ×㼙i㼚㻔 㻘 㻕

㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻝㻡㻚㻜 点

㼃=

㻝㻚㻜㻜

評　　　点

㻝㻚㻜  

点

評　　　点

䐦

地 震 等 䛻 䜘 䜛
被 災 歴 㻱

㻜䠘㻿䠘㻝

被災歴䛺䛧
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工஦済み

被災度区分中破
補修工஦済み

被災度区分大破
補修工஦済み

㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥

評　　価

㻿䠙㻝 㻜㻚㻡

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

全    焼

㻜

非構造材
煙害程度

当該階の

半    焼 床面積 㻿㻜

㻜㻚㻜㻜
面積    㻿㼠

変    質

被災床面積 㻜 㻜 㻜

程　度
構 造 体 非構造材

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =



。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名

老朽化ࡢ目立つ建物࡛あࠋࡿ

第二中学校

棟⑪

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸳㸯ᖺ
延べ床面積332ࠉ：ࠉ㎡

㸦特別教室棟㸧

凡ࠉ例

㸯．調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ筋࠿いࡢ位置ࠊࡣ他ࡢ

ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿࡁ区別࡛࡜壁ࠉࠉ

㸰．寸法線࡜寸法㸦単位メートࣝ㸧を記入すࠋࡿ

㸱．著しいさび࡟つい࡚ࠊࡣᖹ面図ࠊ断面図࡟図示すࠋࡿ

㸲．余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

鉄骨腐食度腐

筋 筋࠿いたわみ確認

非 非構造部材ࡢ危険度

補強桁ブࣞース

筋腐

筋 腐

非非

非。外壁受材)

非 。外壁受材)

非

。外壁受材) 。外壁受材) 。外壁受材)

非 。外壁受材)

。照明器具)非

非 。㺛ﾋﾟ㺎ｶ㺎)

筋腐

非。照明器具)

筋 腐

非。㺏ﾙﾐ㺙㺍㺚)

非。外壁受材)

非。㺏ﾙﾐ㺙㺍㺚)
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,
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31,500

4,500

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8

工具・材料庫

出入口

木工・金工・機械実習室電気学習室

鉄骨梁下

1FL

6
0
0

GL

9,605

4,802.5 4,802.5

A B

3
,
6
4
0

4
,
24
0

管理室
工具

材料庫
出入口

１階平面図　S=1/200

断面図　S=1/200

Ｎ

管理室

非。㺛ﾋﾟ㺎ｶ㺎)

㹗

㹖

耐震補強済みࡢ建物࡛構造耐力ࡣ優࡚ࢀいࠊࡀࡿ



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

㼍 㼎

点

㼏 㼐

 䐟

点

点

点

点

点

点

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

半    焼 床面積 㻿㻜

㻜㻚㻜㻜
面積    㻿㼠

変    質

被災床面積 㻜 㻜 㻜

程　度
構 造 体 非構造材

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =

㻝㻚㻜  

点

評　　　点

䐦

地 震 等 䛻 䜘 䜛
被 災 歴 㻱

㻜䠘㻿䠘㻝

被災歴䛺䛧
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工஦済み

被災度区分中破
補修工஦済み

被災度区分大破
補修工஦済み

㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥

評　　価

㻿䠙㻝 㻜㻚㻡

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

全    焼

㻜

非構造材
煙害程度

当該階の

㻢㻤
   㻔 ×㻝㻜㻕

―

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜

最ప値　㻲

   㻔 ×㻝㻡㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

㻝㻜㻚㻜

張間
方向䠵

  㻔 ×㻝㻜㻕

 = ×㼙i㼚㻔 㻘 㻕

㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

直線補間
㻜㻚㻡㻜 㻣㻚㻡 点

㼃=

㻝㻚㻜㻜

評　　　点

 

   =㻔 㻗 㻗 

　　  㻗 㻗 㻗 㻕

 

㻢㻣㻚㻡

評　　　点

㻝㻚㻜㻜

  䠄 ×㻝㻜䠅

評　　　点

㻝

被災率㻿

䐤

不 ྠ ỿ ୗ 㔞 φ

ุ　　ู　　式 評　　　点

―

躯体䛻䜂䜃割䜜
を伴䛺う不ྠỿ
ୗ䛜生䛨てい䛺
い

― ― ― ― ―
㻝㻛㻝㻞㻜≦φ

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜
直線補間

φの
最大値

相ᑐỿୗ㔞　䃔 スパンL φ䠙䃔㻛L

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

㻝㻜㻚㻣 㻥㻣㻚㻢

構

造

耐

力

α評点 評点合計

㻠㻠㻚㻣

架構耐力
評価　α

階

中央

㻝㻚㻜㻜

㻜㻚㻟㻤

筋䛛い

஧㔜枠内の最小値

㻜㻚㻟㻤

㻜㻚㻝㻞

㻭i 㻱㼛i 部材

中央

両端

桁
行
方
向
䠴

張
間
方
向
䠵

㻝
柱

筋䛛い

஧㔜枠内の最小値

䛿䜚 㻝㻡㻣

㻝㻡㻣

㻝

㻜㻚㻟㻤

㻜㻚㻝㻞 㻝㻚㻜㻜
ᖹ均

柱

㻝㻚㻜㻜

㻿α=㼙i㼚㻔㼏㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼐㻘㻝㻕

㻜㻚㻢㻟

－

－

－

㻣㻚㻟㻡 㻟㻚㻥㻡

㻝㻚㻜㻜 㻜㻚㻢㻟

㻝㻚㻢㻝

㻝㻚㻣㻤 㻜㻚㻢㻟

㻝㻞㻚㻜 㻞㻟㻡 㻡㻤㻚㻤

㻟㻚㻥㻜

㻝㻟㻚㻜㻤 㻠㻚㻜㻜

㻝㻡㻣 㻝㻝㻚㻥 㻤㻤㻚㻞 㻞㻟㻡
㻜㻚㻝㻞

方
向

㻽㼡㻛Σ㼃 㻲

䛿䜚 両端

ᖹ均
㻝㻚㻜㻜

－ － 㻞㻟㻡

㻞㻟㻡 㻢㻜㻚㻞

㻟㻣㻜㻚㻝

一　種　地　域 㻜㻚㻤

஧　種　地　域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻡㎞௨内

海岸䛛䜙㻤㎞を超え䜛 㻝㻚㻜
 䠙

䐟＋䐠＋䐡＋䐢＋䐣

評　　　価

 

஧　種　地　盤
୕　種　地　域 㻜㻚㻥 㻡

敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離

㻜㻚㻥㻟䠙㻜㻚㻤

㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜

鉄 骨 腐 食 度 㻲

点㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

―

― ― ―

目視䛻䜘䜚たわみ無䛧

最ప値　L

危険䛺要因㻝䠄㻜㻚㻤䠅 危険䛺要因㻞䠄㻜㻚㻢䠅 危険䛺要因㻟䠄㻜㻚㻡䠅

断面欠損を伴う腐食
無

部材区分

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡

㻝㻛 㻝㻟㻢㻤

非構造部材等の
危 険 度 㼃

䐥

架構剛性性能θ

階

㻜㻚㻝㻥

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

䐣 層間変఩　䃓 階高ｈ

桁行
方向䠴

張間
方向䠵

㻣㻚㻠㻜 㻞㻢㻜㻚㻜 㻞㻞㻣㻚㻡

階 桁行
方向䠴

㻝㻛 㻟㻝

θ䠙䃓㻛ｈ

㻝

桁行
方向䠴

䠙

㻝㻚㻜

   㻔 ×㻟㻜㻕

㻝㻚㻜㻜 㻟㻜㻚㻜

ุ　　ู　　式

㻜㻚㻡

㻝㻚㻜

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜

θの
最大値

㻝㻛 㻟㻝

直線補間

㻜㻚㻤

㻿䠙㻜

㻜 㻜

ุ　　ู　　式
㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

評　　　点

点㻝㻚㻜㻜

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 㻝㻚㻜 一　種　地　盤 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域

㻡

୕　種　地　盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥 ஧級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤㎞௨内 㻜㻚㻥
傾 斜 地
崖 地 䠄 㻟 ｍ 未 満 䠅

㻜㻚㻥

崖 地 䠄 㻟 ｍ ௨ ୖ 䠅 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥㻟

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 ู

 㻙
㻝㻚㻜㻜

  = 

㻟㻚㻜 㻝㻢㻚㻡㻤㻡

㻙

㻝㻚㻜㻜 㻝㻚㻜㻜

㻙

α=㻡㻜×
㻔㻔㼙i㼚㻔I㼟㻘㻜㻚㻣㻕
㻗㻝㻚㻟㻕 ×fα㻕

㻜㻚㻢㻟

fα=

㼙i㼚㻔㻮α㻘㻿α㻕

㻞㻟㻡 － 㻡㻚㻝㻡

㻠㻡

㻝㻚㻟

－

経過
ᖺ数

㻝㻡㻣

㻝㻡㻣

長期㻳㻗㻼

許容応力

ｆ σ

ᖺ

㻮α=㼙i㼚㻔㼍㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼎㻘㻝㻕

㻝㻥㻤㻝ᖺ௨前の場合

㻜㻚㻥㻟

作用応力

σ

作用応力

σ

積雪時

暴風時

－－㻞㻟㻡－

暴風時
鉛直荷
㔜時

許容応力 作用応力

－

鉛直荷㔜時 応力比
f㻛σ≦㻝㻚㻜

－

－

点被　災　ᖺ 内　　容 補　修　ᖺ長ᑑ命
化ᖺ᭶

種　類

校舎
㻣㻤

無䛧
㻣㻤

延べ面積 経過
ᖺ数

 立　地　条　件

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積

昭和 㻡㻠

㻟
調
査
建
物

⑫ 㻝＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学　校　ྡ 学校調査番号

㻠㻠 ᖺ

䠄表面䠅 中学校

調
査
学
校

青森県
技　師 金崎　範仁　　　　　 

㻠㻡
点予備

調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号

௧和

ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜

㻜㻝㻜㻝

日 ～ ௧和 䊢　　結　　果　　点　　数

職　ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ

㻞㻘㻤㻠㻢

無䛧

点

－

ｆ

建物の経過ᖺ数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
㻢㻤

I㼟i

㻝㻚㻜㻜

㻜㻚㻜

 構　造　耐　力
耐　力　度

弘前市
調査者

氏　ྡ

㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小㔝　芳美　　　　　  健　　全　　度

第஧中学校 㻟㻡㻥㻢

調　査　期　間

 × × 

㈱小㔝構造設計

ู表第２
鉄骨造の建物の耐力度調査票

䊣 学　校　種　ู 䊤 整 理 番 号

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 =
   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻜㻜

評　　　点屋根面　　　᭷　　無

L= 㻝㻚㻜㻜

㻲=

断面欠損を伴う腐食
䠄㻝㻜％௨ୖの減厚䠅

―

㻙 㻙 㻙

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評　　　点 評点合計

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 ᖺ 変 化 T

䐡

䐠

筋䛛いのたわみ L

䐢

張間方向　　　᭷　　無

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜

張間
方向䠵

ᖺ

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡 㻜㻚㻜

断面を貫通䛩䜛腐食

桁行方向　　　᭷　　無

危険
要因
無䛧
䠄㻝㻚㻜䠅

   T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 =

評価

㻠㻠 ᖺ ―

主要構造材

非主要構造材



。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名 第二中学校

㸦渡廊下㸧
棟⑫

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸳㸲ᖺ

࡛あるࠋ

構造耐力࣭健全度࡜も࡟老巧化ࡢ目立つ建物

2,900

断面図　S=1/100

5
5
0

GL 

FL 

2
,
6
5
0

渡廊ୗ

1
0
0

6
5
0

2
,
3
5
0

3
0
0

水ୖ梁天端 

水ୗ梁天端 

Y2 Y1

Y2

Y1

3
,
1
0
0

2
,
9
0
0

1
0
0

1
0
0

棟① ）３ ）３ 棟③-2

１階平面図　S=1/100

N

渡廊下

凡ࠉ例

筋 筋かいたわみ確認

腐 鉄骨腐食度

非 非構造部材ࡢ危険度

㸯．調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ筋かいࡢ位置ࠊࡣ他ࡢ

ࠋする࡜太線࡞区別࡛きるよう࡜壁ࠉࠉ

㸰．寸法線࡜寸法㸦単位メ࣮トࣝ㸧を記入するࠋ

㸱．著しいさび࡟つい࡚ࠊࡣᖹ面図ࠊ断面図࡟図示するࠋ

既存桁ブ࣮ࣞス

筋

腐

非 。ｱﾙﾐ㺙ｯ㺚)

非 。照明器具)

150 1,730 2,730 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,730 260

25,200

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12

延べ床面積78ࠉ：ࠉ㎡

㸲．余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入するࠋ



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

㼍 㼎

点

㼏 㼐

 䐟

点

点

点

点

点

点

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 ᖺ 変 化 T

䐡

䐠

筋䛛いのたわみ L

䐢

張間方向　　　᭷　　無

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜

張間
方向㼅

ᖺ

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡 㻜㻚㻜

断面を貫通䛩䜛腐食

桁行方向　　　᭷　　無

危険
要因
無䛧
䠄㻝㻚㻜䠅

   T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 =

評価

㻠㻠 ᖺ ―

主要構造材

非主要構造材

㻙 㻙 㻙

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評　　　点 評点合計

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 =
   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻜㻜

評　　　点屋根面　　　᭷　　無

L= 㻝㻚㻜㻜

㻲=

断面欠損を伴う腐食
䠄㻝㻜％௨ୖの減厚䠅

―

 構　造　耐　力
耐　力　度

弘前市
調査者

氏　ྡ

㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小㔝　芳美　　　　　  健　　全　　度

第஧中学校 㻟㻡㻥㻢

調　査　期　間

 × × 

㈱小㔝構造設計

ู表第２
鉄骨造の建物の耐力度調査票

䊣 学　校　種　ู 䊤 整 理 番 号

ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜

㻜㻝㻜㻝

日 ～ ௧和 䊢　　結　　果　　点　　数

職　ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ

㻟㻘㻡㻥㻠

無䛧

点

－

ｆ

建物の経過ᖺ数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
㻡㻢

I㼟i

㻜㻚㻢㻜

㻜㻚㻜

䠄表面䠅 中学校

調
査
学
校

青森県
技　師 金崎　範仁　　　　　 

㻢㻥
点予備

調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号

௧和

調
査
建
物

⑬㻙㻝 㻝＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学　校　ྡ 学校調査番号

㻠㻠 ᖺ

点被　災　ᖺ 内　　容 補　修　ᖺ長ᑑ命
化ᖺ᭶

種　類

校舎
㻣㻥

無䛧
㻣㻥

延べ面積 経過
ᖺ数

 立　地　条　件

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積

昭和 㻡㻠

㻟

㻮α=㼙i㼚㻔㼍㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼎㻘㻝㻕

㻝㻥㻤㻝ᖺ௨前の場合

㻜㻚㻥㻟

作用応力

σ

作用応力

σ

積雪時

暴風時

－－㻞㻟㻡－

暴風時
鉛直荷
㔜時

許容応力 作用応力

－

鉛直荷㔜時 応力比
f㻛σ≦㻝㻚㻜

－

－

－

経過
ᖺ数

㻝㻡㻣

㻝㻡㻣

長期㻳㻗㻼

許容応力

ｆ σ

ᖺ

 㻞㻟㻡
㻝㻚㻜㻜

  = 

㻟㻚㻟 㻞㻜㻚㻝㻝㻝㻢

㻟㻞㻚㻟

㻝㻚㻜㻜 㻝㻚㻜㻜

㻣㻚㻞㻤

α=㻡㻜×
㻔㻔㼙i㼚㻔I㼟㻘㻜㻚㻣㻕
㻗㻝㻚㻟㻕 ×fα㻕

㻝㻚㻜㻜

fα=

㼙i㼚㻔㻮α㻘㻿α㻕

㻝㻣㻠 㻝㻠㻚㻞 㻡㻚㻣㻣

㻢㻥

㻞㻚㻤

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 㻝㻚㻜 一　種　地　盤 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域

㻡

୕　種　地　盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥 ஧級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤㎞௨内 㻜㻚㻥
傾 斜 地
崖 地 䠄 㻟 ｍ 未 満 䠅

㻜㻚㻥

崖 地 䠄 㻟 ｍ ௨ ୖ 䠅 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥㻟

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 ู

䠙

㻝㻚㻜

   㻔 ×㻟㻜㻕

㻜㻚㻢㻜 㻝㻤㻚㻜

ุ　　ู　　式

㻜㻚㻡

㻝㻚㻜

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜

θの
最大値

㻝㻛 㻢㻡

直線補間

㻜㻚㻤

㻿䠙㻜

㻜 㻜

ุ　　ู　　式
㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

評　　　点

点㻝㻚㻜㻜

非構造部材等の
危 険 度 㼃

䐥

架構剛性性能θ

階

㻜㻚㻞㻢

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

䐣 層間変఩　䃓 階高ｈ

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

㻟㻚㻤㻡 㻞㻢㻡㻚㻜 㻞㻡㻜㻚㻢

階 桁行
方向㼄

㻝㻛 㻢㻡

θ䠙䃓㻛ｈ

㻝

桁行
方向㼄

鉄 骨 腐 食 度 㻲

点㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

―

―
屋根・外壁材の腐食
屋根ୗ地材の破損

胴縁の腐食
―

目視䛻䜘䜚たわみ無䛧

最ప値　L

危険䛺要因㻝䠄㻜㻚㻤䠅 危険䛺要因㻞䠄㻜㻚㻢䠅 危険䛺要因㻟䠄㻜㻚㻡䠅

断面欠損を伴う腐食
無

部材区分

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡

㻝㻛 㻝㻜㻝㻥

一　種　地　域 㻜㻚㻤

஧　種　地　域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻡㎞௨内

海岸䛛䜙㻤㎞を超え䜛 㻝㻚㻜
 䠙

䐟＋䐠＋䐡＋䐢＋䐣

評　　　価

 

஧　種　地　盤
୕　種　地　域 㻜㻚㻥 㻡

敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離

㻜㻚㻥㻟䠙㻜㻚㻤

㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜

㻝㻡㻣 㻞㻝㻚㻟 㻝㻡㻟㻚㻤 㻞㻟㻡
㻜㻚㻟㻜

方
向

㻽㼡㻛Σ㼃 㻲

䛿䜚 両端

ᖹ均
㻝㻚㻜㻜

－ － 㻞㻟㻡

㻞㻞㻤 㻢㻡㻚㻝

㻝㻥㻠㻚㻥

㻿α=㼙i㼚㻔㼏㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼐㻘㻝㻕

㻝㻚㻜㻜

－

㻝㻞㻚㻞㻡

－

㻠㻚㻜㻟 㻡㻚㻟㻣

㻝㻚㻜㻜 㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻝㻣

㻝㻚㻜㻞 㻝㻚㻞㻝

㻞㻞㻚㻝 㻞㻞㻤 㻟㻝㻚㻡

㻟㻚㻡㻜

㻢㻚㻤㻤 㻣㻚㻞㻠

柱

筋䛛い

஧㔜枠内の最小値

䛿䜚 㻝㻡㻞

㻝㻡㻞

㻝

㻜㻚㻜㻤

㻜㻚㻟㻜 㻝㻚㻜㻜
ᖹ均

柱

㻝㻚㻜㻜

㻝㻣㻚㻞 㻝㻟㻜㻚㻟

構

造

耐

力

α評点 評点合計

㻢㻥㻚㻜

架構耐力
評価　α

階

中央

㻝㻚㻜㻜

㻜㻚㻜㻤

筋䛛い

஧㔜枠内の最小値

㻜㻚㻜㻤

㻜㻚㻟㻜

㻭i 㻱㼛i 部材

中央

両端

桁
行
方
向
㼄

張
間
方
向
㼅

㻝

㻝

被災率㻿

䐤

不 ྠ ỿ ୗ 㔞 φ

ุ　　ู　　式 評　　　点

―

躯体䛻䜂䜃割䜜
を伴䛺う不ྠỿ
ୗ䛜生䛨てい䛺
い

― ― ― ― ―
㻝㻛㻝㻞㻜≦φ

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜
直線補間

φの
最大値

相ᑐỿୗ㔞　䃔 スパンL φ䠙䃔㻛L

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

 

   =㻔 㻗 㻗 

　　  㻗 㻗 㻗 㻕

 

㻡㻡㻚㻡

評　　　点

㻝㻚㻜㻜

  䠄 ×㻝㻜䠅

評　　　点

㻡㻢
   㻔 ×㻝㻜㻕

目視䛻䜘䜚たわみ無䛧

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜

最ప値　㻲

   㻔 ×㻝㻡㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

㻝㻜㻚㻜

張間
方向㼅

  㻔 ×㻝㻜㻕

 = ×㼙i㼚㻔 㻘 㻕

㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

直線補間
㻜㻚㻡㻜 㻣㻚㻡 点

㼃=

㻝㻚㻜㻜

評　　　点

㻝㻚㻜  

点

評　　　点

䐦

地 震 等 䛻 䜘 䜛
被 災 歴 㻱

㻜䠘㻿䠘㻝

被災歴䛺䛧
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工஦済み

被災度区分中破
補修工஦済み

被災度区分大破
補修工஦済み

㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥

評　　価

㻿䠙㻝 㻜㻚㻡

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

全    焼

㻜

非構造材
煙害程度

当該階の

半    焼 床面積 㻿㻜

㻜㻚㻜㻜
面積    㻿㼠

変    質

被災床面積 㻜 㻜 㻜

程　度
構 造 体 非構造材

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =



。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名 第二中学校

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸳㸲ᖺ

㸦特別活動室棟㸧
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鉄骨梁ࡀ繋ࠊࡎࡽ࠾࡚ࡗࡀ構造的࡟一体࡚ࡗ࡞࡜い࡞い
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TY1
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TY2
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TY3

1
0
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2
,
7
0
0

水上梁天端 

7
5
0

3
,
4
5
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特別活動室

9001,800

TY7TY6TY5
TY4

450

断面図　S=1/100

GL 4
0
0

3
0
0

１階平面図　S=1/100

棟⑬㸫㸯

凡ࠉ例

筋 筋࠿いたわみ確認

腐 鉄骨腐食度

非 非構造部材ࡢ危険度

㸯㸬調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ筋࠿いࡢ位置ࠊࡣ௚ࡢ

ࠋるࡍ࡜太線࡞うࡼるࡁ区別࡛࡜壁ࠉࠉ

㸰㸬寸法線࡜寸法㸦単位メ࣮トࣝ㸧を記入ࡍるࠋ

㸱㸬著しいさびࡘ࡟い࡚ࠊࡣᖹ面図ࠊ断面図࡟図示ࡍるࠋ

㸲㸬余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入ࡍるࠋ

構造耐力࣭健全度࡜も࡟老巧化ࡢ目立ࡘ建物

࡛あるࠋ

延べ床面積79ࠉ：ࠉ㎡

既存桁ブ࣮ࣞス

非 非

非筋

。屋根௙ୖ)。屋根௙ୖ)

。屋根ୗ地ࠊ照明器具)

筋

非。外壁௙ୖ)

。ｱﾙﾐ㺙ｯ㺚)非筋 非 。胴縁)

非 。外壁௙ୖ)

腐 。柱脚)

特別活動室
。窯芸室)

腐 。柱脚)



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

㼍 㼎

点

㼏 㼐

 䐟

点

点

点

点

点

点

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 ᖺ 変 化 T

䐡

䐠

筋䛛いのたわみ L

䐢

張間方向　　　᭷　　無

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻜

張間
方向㼅

ᖺ

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡 㻜㻚㻜

断面を貫通䛩䜛腐食

桁行方向　　　᭷　　無

危険
要因
無䛧
䠄㻝㻚㻜䠅

   T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 =

評価

㻠㻠 ᖺ ―

主要構造材

非主要構造材

㻙 㻙 㻙

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評　　　点 評点合計

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 =
   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻜㻜

評　　　点屋根面　　　᭷　　無

L= 㻝㻚㻜㻜

㻲=

断面欠損を伴う腐食
䠄㻝㻜％௨ୖの減厚䠅

―

 構　造　耐　力
耐　力　度

弘前市
調査者

氏　ྡ

㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小㔝　芳美　　　　　  健　　全　　度

第஧中学校 㻟㻡㻥㻢

調　査　期　間

 × × 

㈱小㔝構造設計

ู表第２
鉄骨造の建物の耐力度調査票

䊣 学　校　種　ู 䊤 整 理 番 号

ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜

㻜㻝㻜㻝

日 ～ ௧和 䊢　　結　　果　　点　　数

職　ྡ 一級建築士登録番号 氏　ྡ

㻟㻘㻟㻞㻜

無䛧

点

－

ｆ

建物の経過ᖺ数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
㻡㻝

I㼟i

㻜㻚㻢㻜

㻜㻚㻜

䠄表面䠅 中学校

調
査
学
校

青森県
技　師 金崎　範仁　　　　　 

㻣㻜
点予備

調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号

௧和

調
査
建
物

⑬㻙㻞 㻝＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学　校　ྡ 学校調査番号

㻠㻠 ᖺ

点被　災　ᖺ 内　　容 補　修　ᖺ長ᑑ命
化ᖺ᭶

種　類

校舎
㻟㻢

無䛧
㻟㻢

延べ面積 経過
ᖺ数

 立　地　条　件

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積

昭和 㻡㻠

㻟

㻮α=㼙i㼚㻔㼍㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼎㻘㻝㻕

㻝㻥㻤㻝ᖺ௨前の場合

㻜㻚㻥㻟

作用応力

σ

作用応力

σ

積雪時

暴風時

－－㻞㻟㻡－

暴風時
鉛直荷
㔜時

許容応力 作用応力

－

鉛直荷㔜時 応力比
f㻛σ≦㻝㻚㻜

－

－

－

経過
ᖺ数

㻝㻡㻣

㻝㻡㻣

長期㻳㻗㻼

許容応力

ｆ σ

ᖺ

 㻙
㻝㻚㻜㻜

  = 

㻟㻚㻠 㻞㻟㻚㻜㻥㻥

㻙

㻝㻚㻜㻜 㻝㻚㻜㻜

㻙

α=㻡㻜×
㻔㻔㼙i㼚㻔I㼟㻘㻜㻚㻣㻕
㻗㻝㻚㻟㻕 ×fα㻕

㻝㻚㻜㻜

fα=

㼙i㼚㻔㻮α㻘㻿α㻕

㻞㻟㻡 － 㻠㻚㻟㻜

㻣㻜

㻝㻚㻟

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 㻝㻚㻜 一　種　地　盤 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域

㻡

୕　種　地　盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥 ஧級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤㎞௨内 㻜㻚㻥
傾 斜 地
崖 地 䠄 㻟 ｍ 未 満 䠅

㻜㻚㻥

崖 地 䠄 㻟 ｍ ௨ ୖ 䠅 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥㻟

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 ู

䠙

㻝㻚㻜

   㻔 ×㻟㻜㻕

㻜㻚㻢㻜 㻝㻤㻚㻜

ุ　　ู　　式

㻜㻚㻡

㻝㻚㻜

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜

θの
最大値

㻝㻛 㻠㻞

直線補間

㻜㻚㻤

㻿䠙㻜

㻜 㻜

ุ　　ู　　式
㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

評　　　点

点㻝㻚㻜㻜

非構造部材等の
危 険 度 㼃

䐥

架構剛性性能θ

階

㻢㻚㻝㻥

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

䐣 層間変఩　䃓 階高ｈ

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

㻟㻚㻣㻤 㻞㻢㻜㻚㻜 㻞㻞㻣㻚㻡

階 桁行
方向㼄

㻝㻛 㻢㻜

θ䠙䃓㻛ｈ

㻝

桁行
方向㼄

鉄 骨 腐 食 度 㻲

点㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

―

―
母屋･外壁受材の腐食

屋根材の腐食 ―

―

最ప値　L

危険䛺要因㻝䠄㻜㻚㻤䠅 危険䛺要因㻞䠄㻜㻚㻢䠅 危険䛺要因㻟䠄㻜㻚㻡䠅

断面欠損を伴う腐食
無

部材区分

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡

㻝㻛 㻠㻞

一　種　地　域 㻜㻚㻤

஧　種　地　域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻡㎞௨内

海岸䛛䜙㻤㎞を超え䜛 㻝㻚㻜
 䠙

䐟＋䐠＋䐡＋䐢＋䐣

評　　　価

 

஧　種　地　盤
୕　種　地　域 㻜㻚㻥 㻡

敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離

㻜㻚㻥㻟䠙㻜㻚㻤

㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜

㻝㻡㻣 㻝㻞㻚㻜 㻤㻞㻚㻥 㻞㻟㻡
㻜㻚㻝㻣

方
向

㻽㼡㻛Σ㼃 㻲

䛿䜚 両端

ᖹ均
㻝㻚㻜㻜

－ － 㻞㻟㻡

㻞㻟㻡 㻠㻞㻚㻤

㻝㻤㻣㻚㻥

㻿α=㼙i㼚㻔㼏㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼐㻘㻝㻕

㻝㻚㻜㻜

－

－

－

㻥㻚㻡㻜 㻥㻚㻜㻟

㻝㻚㻜㻜 㻝㻚㻜㻜

㻞㻚㻟㻜

㻝㻚㻤㻥 㻝㻚㻞㻡

㻥㻚㻠 㻞㻟㻡 㻝㻤㻚㻣

㻡㻚㻠㻥

㻝㻢㻚㻣㻜 㻝㻞㻚㻡㻣

柱

筋䛛い

஧㔜枠内の最小値

䛿䜚 㻝㻡㻣

㻝㻡㻣

㻝

㻜㻚㻜㻥

㻜㻚㻝㻣 㻝㻚㻜㻜
ᖹ均

柱

㻝㻚㻜㻜

㻤㻚㻜 㻢㻤㻚㻞

構

造

耐

力

α評点 評点合計

㻢㻥㻚㻡

架構耐力
評価　α

階

中央

㻝㻚㻜㻜

㻜㻚㻜㻥

筋䛛い

஧㔜枠内の最小値

㻜㻚㻜㻥

㻜㻚㻝㻣

㻭i 㻱㼛i 部材

中央

両端

桁
行
方
向
㼄

張
間
方
向
㼅

㻝

㻝

被災率㻿

䐤

不 ྠ ỿ ୗ 㔞 φ

ุ　　ู　　式 評　　　点

―

躯体䛻䜂䜃割䜜
を伴䛺う不ྠỿ
ୗ䛜生䛨てい䛺
い

― ― ― ― ―
㻝㻛㻝㻞㻜≦φ

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜
直線補間

φの
最大値

相ᑐỿୗ㔞　䃔 スパンL φ䠙䃔㻛L

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

 

   =㻔 㻗 㻗 

　　  㻗 㻗 㻗 㻕

 

㻡㻜㻚㻡

評　　　点

㻝㻚㻜㻜

  䠄 ×㻝㻜䠅

評　　　点

㻡㻝
   㻔 ×㻝㻜㻕

―

㻜㻚㻡㻜 㻡㻚㻜

最ప値　㻲

   㻔 ×㻝㻡㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

㻝㻜㻚㻜

張間
方向㼅

  㻔 ×㻝㻜㻕

 = ×㼙i㼚㻔 㻘 㻕

㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

直線補間
㻜㻚㻡㻜 㻣㻚㻡 点

㼃=

㻜㻚㻡㻜

評　　　点

㻝㻚㻜  

点

評　　　点

䐦

地 震 等 䛻 䜘 䜛
被 災 歴 㻱

㻜䠘㻿䠘㻝

被災歴䛺䛧
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工஦済み

被災度区分中破
補修工஦済み

被災度区分大破
補修工஦済み

㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥

評　　価

㻿䠙㻝 㻜㻚㻡

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

全    焼

㻜

非構造材
煙害程度

当該階の

半    焼 床面積 㻿㻜

㻜㻚㻜㻜
面積    㻿㼠

変    質

被災床面積 㻜 㻜 㻜

程　度
構 造 体 非構造材

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =
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調査者ࡢ意見

学校名 第二中学校

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和㸳㸲ᖺ
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凡ࠉ例

筋 筋࠿いたわみ確認

腐 鉄骨腐食度

非 非構造部材ࡢ危険度

㸯㸬調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ筋࠿いࡢ位置ࠊࡣ௚ࡢ

ࠋるࡍ࡜太線࡞うࡼるࡁ区別࡛࡜壁ࠉࠉ

㸰㸬寸法線࡜寸法㸦単位メ࣮トࣝ㸧を記入ࡍるࠋ

㸱㸬著しいさびࡘ࡟い࡚ࠊࡣᖹ面図ࠊ断面図࡟図示ࡍるࠋ

㸲㸬余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入ࡍるࠋ

構造耐力࣭健全度࡜も࡟老巧化ࡢ目立ࡘ建物

࡛あるࠋ

腐

非 。屋根௙ୖ)

WX3 WX4

断面図　S=1/100

1,800

渡廊ୗ

非 。屋根௙ୖ)

腐

鉄骨梁ࡀ繋ࠊࡎࡽ࠾࡚ࡗࡀ構造的࡟一体࡚ࡗ࡞࡜い࡞い

非 。外壁受材)

腐

非 。母屋)

。柱脚)

。柱脚) 。梁)

腐 。梁)

非

非 。母屋)

。外壁受材)

延べ床面積36ࠉ：ࠉ㎡

桁ブ࣮ࣞス無し



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ

㎡ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

点

点  

 点

 䐟

 

点

  

点 点

 

点

 

点

  

点 点

 

点

 

点

 

点

 

点

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

基 礎 の 状 態 Ｆ

䐢

㻜㻚㻣

建 物 区 分 棟 番 号 階䚷䚷数 面積 建物の経過ᖺ数

㻔a㻕水ᖹ耐力㼝

䐟

ప䚷減䚷係䚷数

保
䚷
᭷
䚷
耐
 

力

―

―
㻜㻚㻟

㼝

㻝㻚㻜

䐠

種ู指数㼡

㻝㻚㻜

外壁柱

外壁土台・
外壁柱

経 ᖺ 変 化 㼀

部఩

相ᑐたわみ
の算定

たわみ㔞

㻞階床梁

腐朽度の
ุ定

㻝㻚㻟 㻜㻚㻜㻜㻣

㻟㻤 ᖺ

腐朽度の
ุ定

腐朽度㼐㻟床梁・
小屋梁

部఩

㻜㻚㻜㻜

外壁長腐朽長

㻜 㻜

㼙a㼤㻔㼐㻟㻘㼐㻠㻕≦㻜㻚㻟腐朽本数 小屋梁本数

小屋梁

㻞㻣

㻞㻥㻚㻝㻞

腐朽度㼐㻝

㻜㻚㻜㻜

床梁本数

外壁柱本数

㻜㻚㻢䠘㼙a㼤㻔㼐㻟㻘㼐㻠㻕

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

直線補間

㻝㻤

㻜㻚㻟䠘㼙a㼤㻔㼐㻟㻘㼐㻠㻕≦㻜㻚㻢

㻝㻚㻜

㻜㻚㻡

腐朽度㼐㻞

㻜㻚㻜㻜

腐朽本数

㻜㻚㻜㻜

腐朽度㼐㻠

氏䚷名

金崎䚷範仁䚷䚷䚷䚷䚷 
㻣㻝

点氏䚷名

㻠㻥㻡㻞

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕

第二中学校 㻟㻡㻥㻢

調査者

評点合計評䚷䚷䚷点

 䠙㻔 㻗 㻗 㻕

㻝㻚㻜㻜

 

評点合計

耐力壁等の種類䛻䜘䜛指数

㻜㻚㻢㻟

 

調
査
学
校

 構䚷造䚷耐䚷力

予備
調査者 小㔝䚷芳美䚷䚷䚷䚷䚷  健䚷䚷全䚷䚷度

都道府県名

㻔株㻕小㔝構造設計 㻞㻠㻝㻣㻞㻠

職䚷名

会社名

設 置 者 名 学䚷校䚷名 学校調査番号 調䚷査䚷期䚷間 ௧和 日 ～ ௧和 䊢䚷䚷結䚷䚷果䚷䚷点䚷䚷数

青森県 弘前市

耐䚷力䚷度

 × × 

䠄表面䠅

㻜㻚㻥㻟
点

 

䊤 整 理 番 号

㻜㻝㻜㻝

一級建築士登録番号

一級建築士登録番号

中学校

䊣 学䚷校䚷種䚷ู

立䚷地䚷条䚷件

補䚷䚷修䚷䚷歴
㻣㻡

点補䚷修䚷ᖺ

被䚷䚷災䚷䚷歴

無し

被䚷災䚷ᖺ 内䚷䚷容

ู 表 第 ３
木造の建物の耐力度調査票

調
査
建
物

⑯ 㻞＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

校舎

昭和 㻢㻜

㻟

㻟㻤 ᖺ

種䚷類

㻝㻝㻢

延べ面積 経過
ᖺ数

経過
ᖺ数

ᖺ

㻡㻤

無し

長ᑑ命
化ᖺ᭶

ᖺ
᭶

 䠙䠄 㻗 㻗 㻗 

㻗 㻗 䠅

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

  㻔 ×㻝㻜㻕

㻜㻚㻜㻡 㻜㻚㻡

評䚷䚷䚷点

㻝㻚㻜㻜 㻞㻜㻚㻜

㼙a㼤㻔㼐㻝㻘㼐㻞㻕≦㻜㻚㻟

㻤㻟㻚㻜
㻜㻚㻟䠘㼙a㼤㻔㼐㻝㻘㼐㻞㻕≦㻜㻚㻢 直線補間

㻜㻚㻡

㻝㻚㻜

㻜㻚㻢䠘㼙a㼤㻔㼐㻝㻘㼐㻞㻕

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

評䚷䚷䚷点

  㻔 ×㻞㻜㻕

―

外壁土台

㻝㻚㻜㻜 㻞㻜㻚㻜

㻜㻚㻡

  㻔 ×㻞㻜㻕

ᖺ

評䚷䚷䚷点

㼀䠙㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 = 㻜㻚㻜㻡 ―㼀䠙㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 =

㻝㻚㻜   㻔 ×㻞㻜㻕㼙a㼤㻔㼐f㻘φf×㻝㻜㻜㻕≦㻜㻚㻞健全度㼐f外周基礎全長 相ᑐỿୗ㔞 測定基礎長 ỿୗ率φf

㻜㻚㻜㻜

㻟㻜㻚㻥㻠 㻜㻚㻝㻟 ― ― ―
㻜㻚㻞䠘㼙a㼤㻔㼐f㻘φf×㻝㻜㻜㻕≦㻜㻚㻡 直線補間

㻝㻚㻜㻜 㻞㻜㻚㻜
㻜㻚㻡䠘㼙a㼤㻔㼐f㻘φf×㻝㻜㻜㻕 㻜㻚㻡

地 震 地 域 係 数

無し：㻜 軽微䛺床鳴䜚：㻝 多数の床鳴䜚：㻞

傾斜長

部఩

傾斜率の
測定

基礎の劣化 基礎の傾斜

測定柱高測定柱高

㻜㻚㻜㻜㻟

割䜜᭷の基礎長

㻠㻚㻜

㻝㻤㻜

傾斜率㼞㻝

㻝㻤㻜

最大スパン 最大スパン 相ᑐたわみθ㻞

㻢㻟㻣

部材の傾斜䚸たわみ 䠮

㻝㻡㻚㻜
㻜㻚㻡

  㻔 ×㻝㻡㻕

㻜㻚㻜㻜㻡䠘㼙a㼤㻔θ㻝㻘θ㻞㻕

柱の傾斜

床梁の
たわみ

㻜㻚㻜㻜㻞䠘㼙a㼤㻔θ㻝㻘θ㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻡

㼙a㼤㻔㼞㻝㻘㼞㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻞

評䚷䚷䚷点

直線補間

㼙a㼤㻔θ㻝㻘θ㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻞 㻝㻚㻜   㻔 ×㻝㻡㻕

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻝㻚㻜

直線補間

㻜㻚㻡㻜 㻣㻚㻡
㻜㻚㻜㻜㻡䠘㼙a㼤㻔㼞㻝㻘㼞㻞㻕

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻜㻚㻜㻜㻞䠘㼙a㼤㻔㼞㻝㻘㼞㻞㻕≦㻜㻚㻜㻜㻡

㻜㻚㻡

୕䚷種䚷地䚷域 㻜㻚㻥

床鳴䜚の᭷無䃐 振動障害の᭷無䃑

無し：㻜 時々振動を感知：㻝

䐟＋䐠＋䐡＋䐢＋䐣

㻝㻚㻜㻜

㻜㻚㻥㻜

評䚷䚷䚷点

㻿≦㻝

㻞
䃐㻗䃑䠙㻞 㻜㻚㻥

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

䃐㻗䃑 䃐㻗䃑≦㻝

評䚷䚷䚷点合計

㻜

㻜㻚㻤㻡

地䚷 盤䚷 種䚷 ู

㻝㻚㻜 一䚷種䚷地䚷盤 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域

㻜㻚㻥

海岸䛛䜙㻡㎞௨内 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥

崖地䠄㻟ｍ௨ୖ䠅 㻜㻚㻤

㻝㻚㻜

多数᭷䠄‵潤䠅：㻟 ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻿䠙㻞

雨漏䜚痕無：㻜

㻜

健

全

度

㻜 㻞㻤

一部᭷䠄乾燥䠅：㻜 多数᭷䠄乾燥䠅：㻝

䐡

䐤

火災の被災経験 䠯

䐥

雨漏䜚痕の᭷無 Ｕ

䐠

木 材 の 腐 朽 度 Ｄ

―

腐朽本数

煙害程度：㻜
非構造材被害

小：㻝
非構造材被害

大：㻞

㻝階

相ᑐたわみθ㻝

―

䐣

床鳴䜚䚸振動障害䚷Ａ

立

地

条

件

四䚷種䚷地䚷域

一䚷種䚷地䚷域 㻜㻚㻤

二䚷種䚷地䚷域

㻝㻚㻜

㻜㻚㻤㻡 㻗 㻜㻚㻥㻜 㻗 㻝㻚㻜㻜 㻗 㻜㻚㻥㻜 㻗 㻝㻚㻜㻜海岸䛛䜙㻤㎞௨内

ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜

傾䚷   斜䚷  地
崖地䠄㻟ｍ未‶䠅

㻜㻚㻥

㻡

二䚷種䚷地䚷盤 㻜㻚㻥 二級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥

海岸䛛䜙㻤㎞を超え䜛

䠙 㻜㻚㻥㻟୕䚷種䚷地䚷盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤

評䚷䚷䚷点

方向 張間方向 桁行方向

―

たわみ㔞

傾斜率㼞㻞

㻞階

一部᭷䠄‵潤䠅：㻞

㻿䠙㻟

㻜㻚㻥㻡

被害部を新材䛷補修：㻜
㻝㻚㻜

構造材被害
᭷：㻟

㻜㻚㻜 㻜㻚㻜㻜㻜

㻝㻚㻜

傾斜長

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻜㻚㻥㻜
㻟≦䃐㻗䃑 㻜㻚㻤

㻝㻚㻜㻜

䠙
㻡

㻜㻚㻥㻟

 

点

 䠙

㻣㻡

評䚷䚷点

 䠙 ×

㼙㼕㼚䠄 㻘 㻘 䠅

無被害：㻜

敷䚷地䚷条䚷件 積䚷雪䚷寒䚷冷䚷地䚷域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離 評䚷䚷䚷価

㼁≦㻝 㻝㻚㻜

㼁䠙㻟 㻜㻚㻥

㻟 㼁䠙㻞 㻜㻚㻥㻡

常䛻振動を感知：㻞

㻞

評䚷䚷䚷点

㻝㻚㻜≦㼝昭和㻡㻢ᖺ㻢᭶㻝
日௨降䛻建設さ
䜜た建物䛺の䛷
㻝㻚㻜䛸す䜛

㻝㻚㻜㻜

階

張間方向

桁行方向

ୖ部構造評点I㼣

―

―

―

㼝㼕=I㼣㻛㻝㻚㻝 㼝=㼙㼕㼚㻔㼝㼤㻘㼝㼥㻕

㻜㻚㻢㻟K㼖×K㼞×Kf䠙

接合K㼖 偏心K㼞 基礎Kf

㻜㻚㻥㻝㻚㻜

㼝≦㻜㻚㻟

㻜㻚㻟䠘㼝䠘㻝㻚㻜

点

㻜㻚㻢

㻜㻚㻢

㻝㻚㻜

評䚷䚷䚷点

 䠄 ×㻞㻜䠅 

㻜㻚㻢㻜 㻝㻞㻚㻜

点

ุ䚷ู䚷式

㻟㻝㻚㻡㻜㻚㻢㻟

評䚷䚷䚷点

  㻔  ×㻡㻜㻕  㻔 × 㻕

方杖の取䜚付く柱の断面㻝㻞㻜角௨ୗ

ุ䚷ู䚷式

構

造

耐

力

㻣㻜㻚㻡

 

 䠙 × 

㻣㻝

㻝㻚㻜

小破

㻝㻚㻜

軽微

過去の経験した最大の被災度

㻝㻚㻜

無被害被災経歴䛺し䚸
新材䛷補修

無被害

評䚷䚷䚷価

基礎の被害予測䛻関す䜛指数㼜

㻝㻚㻜

㻜㻚㻥

―

ୖ記௨外

筋䛛い㻥㼏㼙௨ୖ䚷面材耐力壁

基䚷礎䚷構䚷造䚷䃑

構䚷法䚷の䚷特䚷性

基礎䊠

䐡 評䚷䚷䚷点

㻞㻣㻚㻜㻜㻚㻥㻜

㻝㻚㻜

直線補間

㻜㻚㻢㻠

ุ䚷ู䚷式

基礎䊡

基礎䊢

䃑䠙㼡×㼜

㻜㻚㻥㻜軟弱地盤

液状化䛜予想さ䜜䜛地域 㻜㻚㻤

ୖ記䛻該当し䛺い場合

㻜㻚㻥

㻜㻚㻤

䐢

地䚷震䚷䛻䚷䜘䚷䜛
被䚷災䚷履䚷歴䚷E

   㻔 ×㻟㻜㻕

䃑≦㻜㻚㻢㻠

㻜㻚㻢㻠䠘䃑䠘㻝㻚㻜

㻝㻚㻜≦䃑

評䚷䚷䚷点

㻝㻚㻜㻜
㻜㻚㻡

大破

㻜㻚㻣

中破



ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿ区別࡛き࡜他ࠉࠉ

㸯．調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ耐力壁ࠊࡣ

。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名

凡ࠉ例

第二中学校

棟⑯
㸦物置㸧

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉ昭和６㸮ᖺ
延べ床面積116ࠉ：ࠉ㎡

࡛あࠋࡿ

構造耐力࣭健全度࡜も࡟老巧化ࡢ目立つ建物
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㸱．余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

㸰．寸法線࡜寸法㸦単位メ࣮トル㸧を記入すࠋࡿ

柱

傾柱

柱

傾 柱࣭土台ࡢ傾斜

筋 筋かい調査

雨 雨漏ࡾ痕

柱脚 柱頭ࠉࠉ筋かいを示す

柱 柱ࡢ計測

柱 柱

柱

雨

雨

雨

雨

たすき掛け筋かいを示すࠉࠉ



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

㼍 㼎

点

㼏 㼐

 䐟

点

点

点

点

点

点

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

点

評䚷䚷䚷点
非構造材

㻤㻞
 

― ― ―

  㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡

 

 = ×㼙i㼚㻔 㻘 㻕

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

被災床面積 㻜 㻜 㻜

程䚷度
構 造 体 非構造材

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =

䐦

地 震 等 䛻 䜘 䜛
被 災 歴 㻱

㻜䠘㻿䠘㻝

被災歴䛺䛧
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工஦済み

被災度区分中破
補修工஦済み

被災度区分大破
補修工஦済み

㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥

評䚷䚷価

㻿䠙㻝 㻜㻚㻡

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

全    焼

㻜

煙害程度
当該階の

半    焼 床面積 㻿㻜

㻜㻚㻜㻜
面積    㻿㼠

変    質

目視䛻䜘䜚たわみ無䛧

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜

最ప値䚷㻲

   㻔 ×㻝㻡㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

㻝㻜㻚㻜

張間
方向㼅

  㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻚㻜㻜

L= 㻝㻚㻜㻜

㻲=

断面欠損を伴う腐食
䠄㻝㻜％௨ୖの減厚䠅

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻝㻡㻚㻜 点

㼃=

評䚷䚷䚷点
桁行

方向㼄

θ䠙䃓㻛ｈ

   =㻔 㻗 㻗 

䚷䚷  㻗 㻗 㻗 㻕

 

㻤㻞㻚㻜

評䚷䚷䚷点

㻝㻚㻜㻜

  䠄 ×㻝㻜䠅

評䚷䚷䚷点

㻝

被災率㻿

䐤

不 ྠ ỿ ୗ 㔞 φ

ุ䚷䚷ู䚷䚷式 評䚷䚷䚷点

―

躯体䛻䜂䜃割䜜
を伴䛺う不ྠỿ
ୗ䛜生䛨䛶い䛺
い

― ― ― ― ―
㻝㻛㻝㻞㻜≦φ

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜
直線補間

φの
最大値

相ᑐỿୗ㔞䚷䃔 スパンL φ䠙䃔㻛L

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

張間
方向㼅

－ －

構

造

耐

力

α評点 評点合計

㻝㻜㻜㻚㻜

架構耐力
評価䚷α

階

中央

－

－

筋䛛い

஧㔜枠内の最小値

㻜㻚㻣㻜

㻜㻚㻣㻜

㻭i 㻱㼛i 部材

中央

両端

桁
行
方
向
㼄

張
間
方
向
㼅

㻝
柱

筋䛛い

஧㔜枠内の最小値

䛿䜚 －

－

㻝

－

－ －
ᖹ均

柱

－

㻿α=㼙i㼚㻔㼏㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼐㻘㻝㻕

－

－

－

－

－ －

－ －

－

－ －

－ － －

－

－ －

－ － － －
－

方
向

㻽㼡㻛Σ㼃 㻲

䛿䜚 両端

ᖹ均
－

－ － －

－ －

－

一䚷種䚷地䚷域 㻜㻚㻤

஧䚷種䚷地䚷域 㻜㻚㻤㻡

海岸䛛䜙㻡㎞௨内

海岸䛛䜙㻤㎞を超え䜛 㻝㻚㻜
 䠙

䐟＋䐠＋䐡＋䐢＋䐣

評䚷䚷䚷価

 

஧䚷種䚷地䚷盤
୕䚷種䚷地䚷域 㻜㻚㻥 㻡

敷䚷地䚷条䚷件 積䚷雪䚷寒䚷冷䚷地䚷域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離

㻜㻚㻥㻟䠙㻜㻚㻤

㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜

鉄 骨 腐 食 度 㻲

点㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻛㻡㻜㻜䠘φ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

―

― ― ―

目視䛻䜘䜚たわみ無䛧

最ప値䚷L

危険䛺要因㻝䠄㻜㻚㻤䠅 危険䛺要因㻞䠄㻜㻚㻢䠅 危険䛺要因㻟䠄㻜㻚㻡䠅

断面欠損を伴う腐食
無

部材区分

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡

非構造部材等の
危 険 度 㼃

䐥

䐣 層間変఩䚷䃓 階高ｈ

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

― ― ―

階

㻝

桁行
方向㼄

䠙

㻝㻚㻜

   㻔 ×㻟㻜㻕

㻝㻚㻜㻜 㻟㻜㻚㻜

ุ䚷䚷ู䚷䚷式

㻜㻚㻡

㻝㻚㻜

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜

θの
最大値

直線補間

㻜㻚㻤

㻿䠙㻜

㻜 㻜

ุ䚷䚷ู䚷䚷式
㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

評䚷䚷䚷点

点㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻜  

評䚷䚷点

立
地
条
件

四䚷種䚷地䚷域 㻝㻚㻜 一䚷種䚷地䚷盤 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域

㻡

୕䚷種䚷地䚷盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥 ஧級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤㎞௨内 㻜㻚㻥
傾 斜 地
崖 地 䠄 㻟 ｍ 未 満 䠅

㻜㻚㻥

崖 地 䠄 㻟 ｍ ௨ ୖ 䠅 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥㻟

地 震 地 域 係 数 地䚷 盤䚷 種䚷 ู

 㻙
－

  = 

－ －－

㻙

－ －

㻙

α=㻡㻜×
㻔㻔㼙i㼚㻔I㼟㻘㻜㻚㻣㻕
㻗㻝㻚㻟㻕 ×fα㻕

㻝㻚㻜㻜

fα=

㼙i㼚㻔㻮α㻘㻿α㻕

－ － －

㻝㻜㻜

－

－

経過
ᖺ数

－

－

長期㻳㻗㻼

許容応力

ｆ σ

ᖺ

㻮α=㼙i㼚㻔㼍㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼎㻘㻝㻕

㻝㻥㻤㻝ᖺ௨前の場合

新耐震設計基準の建物
䛷䚸構造部材䛻特䛻欠
陥も無いの䛷䚸fα䛿満

点㻔㻝㻚㻜㻕䛸䛩䜛䚹

㻜㻚㻥㻟

作用応力

σ

作用応力

σ

積雪時

暴風時

－－－－

暴風時
鉛直荷
㔜時

許容応力 作用応力

－

鉛直荷㔜時 応力比
f㻛σ≦㻝㻚㻜

－

－

 立䚷地䚷条䚷件

建 物 区 分 棟 番 号 階䚷䚷数 面積

ᖹ成 㻢

㻟

補䚷䚷修䚷䚷歴

内䚷䚷容 補䚷修䚷ᖺ長ᑑ命
化ᖺ᭶

種䚷類

屋内運動場
㻠㻡㻜

無䛧
㻠㻡㻜

延べ面積 経過
ᖺ数

調
査
建
物

⑳ 㻝＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学䚷校䚷ྡ 学校調査番号

㻞㻥 ᖺ

調
査
学
校

青森県 弘前市

ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜

㻜㻝㻜㻝

日 ～ ௧和 䊢䚷䚷結䚷䚷果䚷䚷点䚷䚷数

職䚷ྡ 一級建築士登録番号 氏䚷ྡ

㻣㻘㻢㻞㻢

無䛧

点

－

ｆ

建物の経過ᖺ数

௧和

技䚷師

被䚷䚷災䚷䚷歴

点被䚷災䚷ᖺ

ู表第２
鉄骨造の建物の耐力度調査票

䊣 学䚷校䚷種䚷ู

金崎䚷範仁䚷䚷䚷䚷䚷 
㻝㻜㻜

点予備
調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号

䐡

䐠

架構剛性性能θ

新耐震設計基準
௨ 降の 建物 䛺の
䛷 㻝㻚㻜 䛸 䛩 䜛

㻤㻞

I㼟i

㻝㻚㻜㻜

㻜㻚㻜

 構䚷造䚷耐䚷力
耐䚷力䚷度調査者

氏䚷ྡ

㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小㔝䚷芳美䚷䚷䚷䚷䚷  健䚷䚷全䚷䚷度

第஧中学校 㻟㻡㻥㻢

調䚷査䚷期䚷間

 × × 

㈱小㔝構造設計

主要構造材

非主要構造材

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 =

䊤 整 理 番 号

䠄表面䠅 中学校

評䚷䚷䚷点屋根面䚷䚷䚷᭷䚷䚷無

―

㻙 㻙 㻙

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評䚷䚷䚷点 評点合計

健

䚷
䚷
䚷
全

䚷
䚷
䚷
度

経 ᖺ 変 化 T
   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻞㻤

階

―

桁行
方向㼄

筋䛛いのたわみ L

䐢

張間方向䚷䚷䚷᭷䚷䚷無

㻜㻚㻞㻤 㻣㻚㻜

張間
方向㼅

ᖺ

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡 㻜㻚㻜

断面を貫通䛩䜛腐食

桁行方向䚷䚷䚷᭷䚷䚷無

危険
要因
無䛧
䠄㻝㻚㻜䠅

   T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 =

評価

㻞㻥 ᖺ ―



非

。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名

凡ࠉ例

第二中学校

棟⑳
㸦武道場㸧

建ࠉ築ࠉᖺࠉ：ࠉᖹ成６ᖺ
延べ床面積450ࠉ：ࠉ㎡

新耐震設計ࡢ建物࡛構造耐力ࡣ優ࠊࡾ࠾࡚ࢀ

健全度も大き࡞ప減࡞ࡣい建物࡛あࠋࡿ

㸯．調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ筋࠿いࡢ఩置ࠊࡣ他ࡢ

ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿ区別࡛き࡜壁ࠉࠉ

㸰．寸法線࡜寸法㸦単఩メートࣝ㸧を記入すࠋࡿ

㸱．著しいさび࡟つい࡚ࠊࡣᖹ面図ࠊ断面図࡟図示すࠋࡿ

㸲．余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

筋 筋࠿いたわみ確認

腐 鉄骨腐食度

非 非構造部材ࡢ危険度

既存桁ブࣞース

筋腐

筋腐

筋腐
筋腐

筋 腐 筋腐

筋腐筋腐

腐 腐 腐 腐

非
非

非

非

非

非
。ｱﾙﾐ㺙ｯ㺚)

。ｱﾙﾐ㺙ｯ㺚)

非
。ｱﾙﾐ㺙ｯ㺚)

非 。ｱﾙﾐ㺙ｯ㺚)

非 。ｱﾙﾐ㺙ｯ㺚)

非

非

筋 腐。照明器具)

。照明器具)

。照明器具)。照明器具)

。照明器具)

。ｱﾙﾐ㺙ｯ㺚)

。ｱﾙﾐ㺙ｯ㺚)

非。ｱﾙﾐ㺙ｯ㺚)
F

A

B

C

D

E

1 2 3 4 5 6

650 650㹗

㹖
１階平面図　S=1/200

650

FE

断面図　S=1/200

1
,
3
5
0

上壇

FL
GL7

00

最高の高さ

柔道࣭剣道

1,000

3,700 5,400 5,400 5,400 3,700

23,600

1,
5
0
0

3,
0
0
0

1
4
,
50
0

1
,
0
0
0

2
2,
5
0
0

4,1402,800

2
,
6
5
0

4
,
30
09
,
0
0
0

2
,
5
0
0

Ｎ

柔道 剣道

控席控席

ホ࣮ル

玄関
男便所女便所

ポ࣮チ

上壇 上壇

器具室 器具室
更衣室 更衣室



䊠 㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 㻤 㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻠 日

䊡

ᖺ ᖺ

㎡ ᭶ ᭶

㎡ ᖺ ᖺ 点

 

 

㼍 㼎

点

㼏 㼐

 䐟

点

点

点

点

点

点

㻿㻝 㻿㻞 㻿㻟 㻿㻠

 䐟 䐠 䐡 䐢 䐣

点

評䚷䚷䚷点
非構造材

㻤㻠
 

― ― ―

  㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻛㻝㻞㻜≦θ 㻜㻚㻡

 

 = ×㼙i㼚㻔 㻘 㻕

桁行
方向㼄

張間
方向㼅

被災床面積 㻜 㻜 㻜

程䚷度
構 造 体 非構造材

評価後被災
㻿㼠=㻿㻝㻗㻿㻞×㻜㻚㻣㻡㻗㻿㻟×㻜㻚㻡㻗㻿㻠×㻜㻚㻞㻡 =

䐦

地 震 等 䛻 䜘 䜛
被 災 歴 㻱

㻜䠘㻿䠘㻝

被災歴䛺䛧
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工஦済み

被災度区分中破
補修工஦済み

被災度区分大破
補修工஦済み

㻝㻚㻜 㻜㻚㻥㻡 㻜㻚㻥

評䚷䚷価

㻿䠙㻝 㻜㻚㻡

火 災 䛻 䜘 䜛
疲 弊 度 㻿

全    焼

㻜

煙害程度
当該階の

半    焼 床面積 㻿㻜

㻜㻚㻜㻜
面積    㻿㼠

変    質

目視䛻䜘䜚たわみ無䛧

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜

最ప値䚷㻲

   㻔 ×㻝㻡㻕

㻝㻛㻞㻜㻜䠘θ䠘㻝㻛㻝㻞㻜

㻝㻜㻚㻜

張間
方向㼅

  㻔 ×㻝㻜㻕

㻝㻚㻜㻜

L= 㻝㻚㻜㻜

㻲=

断面欠損を伴う腐食
䠄㻝㻜％௨ୖの減厚䠅

θ≦㻝㻛㻞㻜㻜

直線補間
㻝㻚㻜㻜 㻝㻡㻚㻜 点

㼃=

評䚷䚷䚷点
桁行

方向㼄

θ䠙䃓㻛ｈ

   =㻔 㻗 㻗 

䚷䚷  㻗 㻗 㻗 㻕

 

㻤㻟㻚㻤

評䚷䚷䚷点

㻝㻚㻜㻜

  䠄 ×㻝㻜䠅

評䚷䚷䚷点

㻝

被災率㻿

䐤

不 ྠ ỿ ୗ 㔞 φ

ุ䚷䚷ู䚷䚷式 評䚷䚷䚷点

―

躯体䛻䜂䜃割䜜
を伴䛺う不ྠỿ
ୗ䛜生䛨䛶い䛺
い

― ― ― ― ―
㻝㻛㻝㻞㻜≦φ

㻝㻚㻜㻜 㻝㻜㻚㻜
直線補間

φの
最大値

相ᑐỿୗ㔞䚷䃔 スパンL φ䠙䃔㻛L
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㻝㻜㻜㻚㻜
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䐟＋䐠＋䐡＋䐢＋䐣

評䚷䚷䚷価

 

஧䚷種䚷地䚷盤
୕䚷種䚷地䚷域 㻜㻚㻥 㻡

敷䚷地䚷条䚷件 積䚷雪䚷寒䚷冷䚷地䚷域 海 岸 䛛 䜙 の 距 離
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㻜㻚㻤㻡㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜㻗㻜㻚㻥㻗㻝㻚㻜

鉄 骨 腐 食 度 㻲

点㻝㻚㻜㻜

 

㻝㻚㻜㻜
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危険䛺要因㻝䠄㻜㻚㻤䠅 危険䛺要因㻞䠄㻜㻚㻢䠅 危険䛺要因㻟䠄㻜㻚㻡䠅

断面欠損を伴う腐食
無

部材区分

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡

非構造部材等の
危 険 度 㼃

䐥
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桁行
方向㼄

張間
方向㼅
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階

㻝
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㻝㻚㻜

φ≦㻝㻛㻡㻜㻜 㻝㻚㻜
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㻜 㻜
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㻿 = 㻿㼠㻛㻿㻜

評䚷䚷䚷点

点㻝㻚㻜㻜

㻝㻚㻜  

評䚷䚷点

立
地
条
件

四䚷種䚷地䚷域 㻝㻚㻜 一䚷種䚷地䚷盤 㻝㻚㻜 そ の 他 地 域

㻡

୕䚷種䚷地䚷盤 㻜㻚㻤 一級積雪寒冷地域 㻜㻚㻤

㻜㻚㻥 ஧級積雪寒冷地域 㻜㻚㻥 海岸䛛䜙㻤㎞௨内 㻜㻚㻥
傾 斜 地
崖 地 䠄 㻟 ｍ 未 満 䠅

㻜㻚㻥
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㻙
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－

－

長期㻳㻗㻼

許容応力

ｆ σ

ᖺ

㻮α=㼙i㼚㻔㼍㻘㻝㻕

×㼙i㼚㻔㼎㻘㻝㻕

㻝㻥㻤㻝ᖺ௨前の場合

新耐震設計基準の建物
䛷䚸構造部材䛻特䛻欠
陥も無いの䛷䚸fα䛿満

点㻔㻝㻚㻜㻕䛸䛩䜛䚹

㻜㻚㻥㻟

作用応力

σ

作用応力

σ

積雪時

暴風時
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暴風時
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許容応力 作用応力

－

鉛直荷㔜時 応力比
f㻛σ≦㻝㻚㻜
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 立䚷地䚷条䚷件

建 物 区 分 棟 番 号 階䚷䚷数 面積

ᖹ成 㻥

㻟

補䚷䚷修䚷䚷歴

内䚷䚷容 補䚷修䚷ᖺ長ᑑ命
化ᖺ᭶

種䚷類

部室
㻟㻢㻡

無䛧
㻟㻢㻡

延べ面積 経過
ᖺ数

調
査
建
物

 㻝＋㻜

一階面積 建築
ᖺ᭶

都道府県ྡ 設 置 者 ྡ 学䚷校䚷ྡ 学校調査番号

㻞㻢 ᖺ

調
査
学
校

青森県 弘前市

ᖹ 坦 地 㻝㻚㻜

㻜㻝㻜㻝

日 ～ ௧和 䊢䚷䚷結䚷䚷果䚷䚷点䚷䚷数

職䚷ྡ 一級建築士登録番号 氏䚷ྡ

㻣㻘㻤㻝㻞

無䛧

点

－

ｆ

建物の経過ᖺ数

௧和

技䚷師

被䚷䚷災䚷䚷歴

点被䚷災䚷ᖺ

ู表第２
鉄骨造の建物の耐力度調査票

䊣 学䚷校䚷種䚷ู

金崎䚷範仁䚷䚷䚷䚷䚷 
㻝㻜㻜

点予備
調査者

会社ྡ 一級建築士登録番号

䐡

䐠

架構剛性性能θ

新耐震設計基準
௨ 降の 建物 䛺の
䛷 㻝㻚㻜 䛸 䛩 䜛

㻤㻠

I㼟i

㻝㻚㻜㻜

㻜㻚㻜

 構䚷造䚷耐䚷力
耐䚷力䚷度調査者

氏䚷ྡ

㻞㻠㻝㻣㻞㻠 小㔝䚷芳美䚷䚷䚷䚷䚷  健䚷䚷全䚷䚷度

第஧中学校 㻟㻡㻥㻢

調䚷査䚷期䚷間

 × × 

㈱小㔝構造設計

主要構造材

非主要構造材

  T=㻔㻠㻜㻙㼠㻕㻛㻠㻜 =

䊤 整 理 番 号

䠄表面䠅 中学校

評䚷䚷䚷点屋根面䚷䚷䚷᭷䚷䚷無

―

㻙 㻙 㻙

経過ᖺ数 㼠 ุู式㻔建築時䛛䜙の経過ᖺ数㻕 経過ᖺ数 㼠㻞 ุู式㻔長ᑑ命化改良後の経過ᖺ数㻕 評䚷䚷䚷点 評点合計

健

䚷
䚷
䚷
全

䚷
䚷
䚷
度

経 ᖺ 変 化 T
   㻔 ×㻞㻡㻕

㻜㻚㻟㻡

階

―

桁行
方向㼄

筋䛛いのたわみ L

䐢

張間方向䚷䚷䚷᭷䚷䚷無

㻜㻚㻟㻡 㻤㻚㻤

張間
方向㼅

ᖺ

㻝㻚㻜 㻜㻚㻡 㻜㻚㻜

断面を貫通䛩䜛腐食

桁行方向䚷䚷䚷᭷䚷䚷無

危険
要因
無䛧
䠄㻝㻚㻜䠅

   T=㻔㻟㻜㻙㼠㻞㻕㻛㻠㻜 =

評価

㻞㻢 ᖺ ―



。 裏 面 )

調査者ࡢ意見

学校名

㸦部室㸧

建ࠉ築ࠉᖺࠉ㸸ࠉᖹ成㸷ᖺ
延べ床面積ࠉ㸸365ࠉ㎡

棟 21

第二中学校

新耐震設計ࡢ建物࡛構造耐力ࡣ優ࠊࡾ࠾࡚ࢀ

健全度も大き࡞ప減࡞ࡣい建物࡛あࠋࡿ

ࠋࡿす࡜太線࡞ようࡿ区別࡛き࡜壁ࠉࠉ

㸰．寸法線࡜寸法㸦単఩メートル㸧を記入すࠋࡿ

㸱．著しいさび࡟つい࡚ࠊࡣᖹ面図ࠊ断面図࡟図示すࠋࡿ

㸲．余白࡟縮尺ࠊ建築ᖺࠊ延べ面積を記入すࠋࡿ

㸯．調査建物ࡢ各階ࡢᖹ面図ࠊ断面図を単線࡛図示しࠊ筋࠿いࡢ఩置ࠊࡣ他ࡢ

凡ࠉ例

筋 筋࠿いたわみ確認

腐 鉄骨腐食度

非 非構造部材ࡢ危険度
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１階平面図　S=1/200

断面図　S=1/200
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